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市税
134億2,100万円

（36.4％）

歳入合計
368億842万円
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市税総額
134億2,100万円

（100％）

市民税
47億1,153万円

（35.1％）

償却資産
40億89万円

（29.8％）

３．市税の内訳

鉱産税
9万円（0.0％）

軽自動車税
2億3,328万円

（1.7％）
市町村たばこ税
5億1,020万円

（3.8％）
法人

14億283万円
（10.4％）

家屋
24億1,784万円

（18.0％）

土地
15億1,046万円

（11.3％）

交付金
3,671万円

（0.3％）

個人
33億870万円

（24.7％）

固定資産税
79億6,590万円

（59.4％）

国有提供施設等所在市町村助成交付金
82万円（0.0％） ２．収入の概況

交通安全対策特別交付金
716万円（0.0％） 
利子割交付金
858万円（0.0％） 
ゴルフ場利用税交付金
2,523万円（0.1％） 
地方特例交付金
2,905万円（0.1％） 
株式等譲渡所得割交付金
3,849万円（0.1％） 
自動車取得税交付金
4,101万円（0.1％） 
配当割交付金
6,209万円（0.2％） 
地方譲与税
3億1,204万円（0.8％） 
地方消費税交付金
12億8,332万円（3.5％） 
県支出金
21億8,297万円（5.9％） 
市債
37億4,510万円（10.2％） 
地方交付税
41億3,838万円（11.2％） 
国庫支出金
46億1,367万円（12.6％） 

寄附金 612万円（0.0％）
財産収入 6,293万円（0.2％）

分担金及び負担金 4億1,969万円（1.1％）
使用料及び手数料 　4億6,281万円（1.3％）

諸収入 8億118万円（2.2％）
繰越金 　10億7,917万円（2.9％）
繰入金　40億6,761万円（11.1％）

１．決算収支の概況
歳　入　総　額　　　　　A 368億842万円

歳　出　総　額　　　　　B 352億1,364万円

歳入歳出差引額（A－B）	C 15億9,478万円

翌年度へ繰り越すべき財源D 14億8,216万円

実　質　収　支（C－D） 1億1,262万円

平成28年度決算概況と
平成29年度財政事情のあらまし
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市
民
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ま
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平
成
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般
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の
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き
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第
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南
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画
〈
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本
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収
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。

　

阿
南
市
財
政
事
情
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
２
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
28
年
度
決
算
概
況
お
よ
び

平
成
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年
度
予
算
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係
る
財
政
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情
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こ
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表

し
ま
す
。

平
成
29
年
10
月
１
日

阿
南
市
長　

岩
浅　

嘉
仁
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※４定額資金運用基金 4億6,730万円

※３特定目的基金 42億8,743万円

※２減債基金 35億4,993万円

※１財政調整基金 142億5,815万円

（億円）

労働費	2,163万円（0.1％）	

▼

目
的
別
（
行
政
目
的
別
に
分
類
し
た
も
の
）

災害復旧費	2,588万円（0.1％）	
議会費	2億8,940万円（0.8％）	
商工費	2億9,155万円（0.8％）	
農林水産業費	8億7,056万円（2.5％）	
消防費	11億6,099万円（3.3％）	

土木費	21億9,337万円（6.2％）	

教育費	28億5,168万円（8.1％）	

公債費	31億4,775万円（8.9％）	

衛生費	32億4,129万円（9.2％）	

諸支出金	34億1,747万円（9.7％）	

総務費	69億4,093万円（19.7％）	

民生費	107億6,114万円（30.6％）	

▼

性
質
別
（
経
済
的
性
質
を
基
準
に
分
類
し
た
も
の
）

維持補修費	2億2,814万円（0.6％）	
積立金	3億3,641万円（1.0％）	
貸付金	5億9,000万円（1.7％）	

補助費等	27億9,651万円（7.9％）	

繰出金	28億707万円（8.0％）	

物件費	47億8,136万円（13.6％）	

※
投資的経費	73億7,660万円（21.0％）	

※
義務的経費
162億9,755万円
（46．2％）

公債費
31億4,775万円	
（8.9％）	

扶助費
61億4,841万円	
（17.5％）	

人件費
70億139万円
（19.8％）	

４．歳出の概況
　　歳出合計　352億1,364万円

※投資的経費とは…大部分が公共事業にあたる「普通建設事業費」で施設整備
等に支出されます。次年度以降も支出の効果がある経費で
す。

※義務的経費とは…職員の給与などの「人件費」や生活保護などの「扶助費」、
地方債の元利償還費である「公債費」などで、支出が義務
付けられている経費です。

８．市債現在高の状況
一般会計市債現在高
（平成28年度末） 346億9,038万円

市民1人当たりの
市 債 の 残 高 465,899円

９．行政財産の状況
（平成29年３月31日現在）　

土　　　	地 1,965,595㎡

建物延面積合計
422,391㎡

木造建物
（延面積） 10,458㎡

非木造建物
（延面積） 411,933㎡

※１　財政調整基金………年度間の財源の不均衡を調整するための基金。
※２　減債基金……………公債費の償還を計画的に行うために設けられる基金。
※３　特定目的基金………特定の目的のために設けられる基金。
※４　定額資金運用基金…特定の目的のために定額の資金を運用するため設置

された基金。

６．市税負担の概況

市税総額
134億2,100万円

〔市民１人当たり〕

180,247円

〔１世帯当たり〕

437,822円

７．行政経費支出の概況

歳出総額
352億1,364万円

〔市民１人当たり〕

472,927円

〔１世帯当たり〕

1,148,745円

人口74,459人　世帯数30,654世帯　（平成29年３月31日現在）

５．投資的経費の内訳

土木費
15億3,163万円

（20.8％） 

農林水産業費
1億4,999万円（2.0％） 

総務費
38億8,855万円

（52.7％） 

消防費
1億6,888万円（2.3％） 

民生費
7億5,251万円

（10.2％） 

災害復旧費 
2,588万円（0.4％） 

商工費 5,034万円（0.7％） 
教育費
3億1,325万円

（4.2％） 

衛生費
4億9,557万円

（6.7％） 

総額
73億7,660万円
（100％）

10.	基金の状況
（平成29年３月31日現在高）　
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平成29年度　一般会計予算の執行状況 平成29年８月31日現在
歳　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　出

区　　　　　分 予　算　額 収	入	済	額 区　　　　　分 予　算　額 支	出	済	額
市 税 128億2,869万円 74億1,703万円 議 会 費 3億367万円 1億4,258万円
地 方 譲 与 税 3億2,100万円 7,396万円 総 務 費 36億9,035万円 12億2,975万円
利 子 割 交 付 金 1,200万円 939万円 民 生 費 104億5,281万円 40億2,114万円
配 当 割 交 付 金 8,700万円 2,024万円 衛 生 費 65億43万円 19億1,120万円
株式等譲渡所得割交付金 4,900万円 0 労 働 費 2,227万円 912万円
地 方 消 費 税 交 付 金 13億円 3億1,274万円 農 林 水 産 業 費 9億2,964万円 1億2,568万円
ゴルフ場利用税交付金 2,600万円 1,010万円 商 工 費 3億6,610万円 1億4,747万円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 4,800万円 1,721万円 土 木 費 27億6,389万円 4億1,997万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 85万円 0 消 防 費 12億7,160万円 4億4,301万円
地 方 特 例 交 付 金 2,700万円 782万円 教 育 費 38億3,328万円 10億8,836万円
地 方 交 付 税 39億円 16億4,335万円 災 害 復 旧 費 6,955万円 3,875万円
交通安全対策特別交付金 950万円 0 公 債 費 32億1,346万円 4,688万円
分 担 金 及 び 負 担 金 3億9,083万円 1億3,087万円 諸 支 出 金 29億3,118万円 10億9,029万円
使 用 料 及 び 手 数 料 4億6,146万円 1億6,734万円 予 備 費 2,800万円 0
国 庫 支 出 金 47億6,106万円 11億4,636万円
県 支 出 金 25億4,357万円 3,610万円
財 産 収 入 1,060万円 1,586万円
寄 附 金 148万円 3,504万円
繰 入 金 45億4,397万円 0
繰 越 金 14億8,217万円 15億9,477万円
諸 収 入 8億715万円 4,508万円
市 債 27億6,490万円 0

合　　　　計 363億7,623万円 126億8,326万円 合　　　　計 363億7,623万円 107億1,420万円

特 別 会 計 の 概 況
平成28年度決算（見込）の状況

会　　計　　名
平成29年度予算の執行状況
（８月31日現在）

歳　入　額 歳　出　額 差　引　額 歳　入　額 歳　出　額
627万円 573万円 54万円 住宅新築資金等貸付事業特別会計 237万円 40万円
36万円 0 36万円 加茂谷財産区運営事業特別会計 36万円 0

173万円 0 173万円 伊 島 財 産 区 運 営 事 業 特 別 会 計 177万円 0
92億9,770万円 90億4,345万円 2億5,425万円 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 28億9,300万円 31億8,085万円

9,119万円 8,711万円 408万円 加 茂 谷 診 療 所 事 業 特 別 会 計 2,612万円 2,481万円
1,262万円 1,262万円 0 伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 191万円 476万円

6億6,832万円 6億6,449万円 383万円 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2,032万円 6,671万円
79億5,512万円 78億4,430万円 1億1,082万円 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 32億415万円 25億9,870万円

1,059万円 561万円 498万円 伊島地区生活排水処理事業特別会計 619万円 204万円
3億7,040万円 3億6,688万円 352万円 学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 1億2,550万円 1億982万円

1,045万円 1,045万円 0 奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 1,249万円 244万円
4,815万円 3,606万円 1,209万円 春日野地域下水道事業特別会計 1,907万円 539万円

1億8,301万円 1億8,301万円 0 羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1,600万円 1,183万円
676万円 495万円 181万円 豊香野地区生活排水処理事業特別会計 275万円 102万円

9億8,638万円 9億6,681万円 1,957万円 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億3,222万円 1億8,468万円
1,197万円 498万円 699万円 西春日野生活排水処理事業特別会計 967万円 166万円

水 道 事 業 会 計 の 概 況
平　成　28　年　度　決　算　の　状　況

予　定　額 収　入　額 比　率 予　定　額 支　出　額 比　率
収益的収入 15億4,992万円 15億2,604万円 98.5% 収益的支出 15億1,721万円 13億9,661万円 92.1%
資本的収入 　7億3,726万円 　　　 9,174万円 12.4% 資本的支出 13億3,756万円 6億4,781万円 48.4%
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◎ 『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』（以下「財政健全化法」）第３条第１項および第22条第１
項の規定に基づき、「健全化判断比率」と、公営企業会計の「資金不足比率」を公表します。

１．健全化判断比率 …… いずれの指標も国の定める基準内です。

指　　　　　　標 備　考 早期健全化
基準

財政再生
基準 説　　　　　　　明

実 質 赤 字 比 率 — △ 0.70%
（黒字）

※
12.49% 20.00%

一般会計等の実質赤字の標準財政規模に
対する比率です。
家計でいうと赤字額が年収に対してどれ
ぐらい占めているかを示したものです。

連結実質赤字比率 — △ 8.56%
（黒字）

※
17.49% 30.00%

すべての会計の実質赤字の標準財政規模
に対する比率です。
上記の実質赤字比率を特別会計・公営企
業会計（水道・下水道等）を含めた全会
計に適用したものです。

実 質 公 債 費 比 率 5.1% 25.0% 35.0%

公債費および公債費に準じた経費の比重
を示す比率です。
年間の借金返済額が年収に対してどれぐ
らい占めているかを示したものです。市
に属する会計だけでなく一部事務組合等
に対する負担も含みます。

将 来 負 担 比 率 — △ 31.4%
（負担なし） 350.0%

地方債残高のほか一般会計等が将来負担
すべき実質的な負債を捉えた比率です。
将来見込まれる負債が年収の何年分にあ
たるかを示したものです。一部事務組合、
第三セクター等に対する負担や退職手当
負担なども含みます。

注）指標が「－」と表示されているのは、赤字比率等が負の数値（黒字等）となるためです。実際の数値は備考欄に表示しています。
注）指標が１つでも早期健全化基準以上になると財政健全化計画を、財政再生基準以上になると財政再生計画を策定する必要があります。
※早期健全化基準は、標準財政規模に応じて変動します。         

２．資金不足比率 …… 各公営企業会計において、国の定める基準内です。

特別会計（公営企業会計）の名称 資金不足比率 経営健全化基準 説　　　　　　　明

阿南市水道事業会計 —

20.0%

公営企業の資金不足額の度合いを表す比
率です。
公営企業の赤字額（資金不足額）が料金
収入等の規模（事業規模）に対してどれ
ぐらい占めているかを示したものです。

阿南市公共下水道事業会計 —

阿南市羽ノ浦農業集落排水事業会計 —

注）指標が「－」と表示されているのは、資金不足比率が０もしくは負の数値（黒字）となるためです。
注）資金不足比率が経営健全化基準以上になるとその会計ごとに経営健全化計画を策定する必要があります。

【標準財政規模】
地方公共団体の一般財源の標準規模を示すもので、標準税収入額等と普通交付税額、臨時財政対策債発行可能額の合計です。

【公営企業会計】
法適用企業に係る特別会計、および法非適用企業に係る特別会計の総称です。阿南市では水道事業、公共下水道事業、羽ノ浦農業
集落排水事業の３会計が該当し、原則として料金収入等により独立採算方式で経営を行うこととされています。

平成28年度決算に基づく
健全化判断比率と資金不足比率を公表します 
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人
口
の
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
今
後
も
医
療
費
の

増
加
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
費
を
適
正
に
使
う
た
め
に
、
日
頃
か
ら
上
手
な
受
診

と
健
康
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
は
、
公
費
や
現
役

世
代
の
支
援
金
と
と
も
に
大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

・
急
病
な
ど
の
場
合
を
除
き
、
時
間
外
や
休
日
の
受
診
を
控

え
ま
し
ょ
う
。

・
お
医
者
さ
ん
の
か
け
も
ち
（
は
し
ご
受
診
・
重
複
受
診
）

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
て
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課
（
☎
22
ー
８
０
６
４
）
へ

入院
53億4,491万円

（48.4％） 

調剤
12億7,508万円

（11.5％） 

入院外
35億2,432万円

（31.9％） 

歯科
3億9,806万円（3.6％） 

食事療養費
3億4,014万円（3.1％） 

現金給付　9,098万円（0.8％） 
訪問看護　7,566万円（0.7％） 

合　計
110億4,915万円

（100％） 

0 200000 400000 600000 80000010000001200000

0 20億 40億 60億 80億 100億

24年度

25年度

100億9,219万円

26年度

103億5,459万円

27年度

104億2,864万円

28年度

109億2,334万円

110億4,915万円

2000

4000

6000

8000

10000

12000

0

200000

400000

600000

800000

1000000

24年度 25年度 26年度
0

200,000

400,000

600,000

800,000

（円）
1,000,000

888,632 903,542

27年度

905,421

28年度

939,157 935,892

24年度 25年度

10,500

0

11,000

11,500

（人）
12,000

10,000

11,357

26年度

11,460

27年度

11,518

28年度

11,631
11,806

120億
（円）

医　療　費 被保険者数 １人当たり費用額

後期高齢者医療費の状況

医療機関で
支 払 う
窓 口 負 担

高 齢 者 の
保 険 料
約１割

現役世代の保険料
約４割

公　　費　（税　金）　　　約５割

現在の後期高齢者医療制度では、高齢者の方々にかかった医療費の一部を医療機関の窓口で負担していただき、
それ以外の費用については、上図の割合で負担しています。

後期高齢者医療費の負担のしくみ

１ 割
または
３ 割

阿南市における最近の後期高齢者医療費等の推移

平成28年度

後期高齢者医療
の概況（※四捨五入等の関係で端数調整しています。）
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平
成
28
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
に
お
け
る
歳
入
総
額
は

92
億
９
７
７
０
万
円
（
対
前
年
度
比

０
・
88
％
増
）、
歳
出
総
額
は
90
億
４

３
４
５
万
円
（
対
前
年
度
比
１
・
88
％

減
）
で
収
支
差
引
は
、
２
億
５
４
２
５

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
国
民
健
康

保
険
税
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

国
・
県
支
出
金
、
さ
ら
に
は
、
前
期
高

齢
者
や
退
職
被
保
険
者
の
医
療
費
等
に

応
じ
て
被
用
者
保
険
か
ら
交
付
さ
れ
る

前
期
高
齢
者
交
付
金
、
療
養
給
付
費
等

交
付
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
南
市
の
国
民
健
康
保
険
税
（
現
年

度
）
の
収
納
率
は
94
・
53
％
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
０
・
28
％
減
少
し
ま
し

た
。
国
民
健
康
保
険
は
、
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
で
支
え
あ
っ
て
成
り
立
つ
制
度

で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
安
定

し
た
運
営
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
も
、
国
民
健
康
保
険
税

の
完
納
に
つ
い
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

平成28年度

国民健康保険事業
特別会計
決算概況

平成28年度	歳入・歳出の主な割合

平成28年度	保健事業の実施状況等

１人当たり総医療費
（療養諸費費用額）
387,888円

（前年度比4,199円増）

１人当たり国保税
（現年度の調定額）
92,420円

（前年度比10,180円増）
※財政調整基金の保有額176円

被保険者数と世帯数（年度平均）

被保険者数 16,553人　
（前年度比710人減）

世　帯　数  9,972世帯
（前年度比248世帯減）

保険税収納額と保険給付費等の推移

24年度 25年度

単位：万円

100000.000000

116666.666016

133333.332031

149999.998047

166666.664062

183333.330078

199999.996094

25000.000000

120833.335938

216666.671875

312500.007812

408333.343750

504166.679688

介護納付金

後期高齢者支援金

保険給付金

保険税収入額

43,486

91,406

540,291

142,056

★

26年度

44,736

95,088

558,076

143,787

★

27年度

42,954

95,208

552,832

149,013

★

28年度

97,039

553,901

143,006

★

38,283

91,633

537,703

151,632

★

33,552
介護納付金

後期高齢者支援金

保険税収納額

保険給付費

25000

35000

45000

55000

65000

75000

85000

40000.000000

73333.332031

106666.664062

139999.996094

173333.328125

206666.660156

239999.992188

歳入 歳出

①県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費等につい
て費用負担を調整するための交付金

②医療保険者間の前期高齢者（65歳以上75歳未満）の偏在による不均
衡を是正するため、前期高齢者加入率が全保険者平均を上回るときに
交付される交付金

③国が支出する負担金や交付金
④納めていただいた国保税
⑤一般会計からの繰入金
⑥県からの支出金
⑦退職者医療制度対象者の医療費等を賄う交付金
⑧第三者納付金、人間ドック実費徴収金など

⑨主に医療費等の支払いに充てる費用
⑩県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費等につい
て費用負担を調整するための拠出金

⑪後期高齢者医療制度運営のための支援金
⑫介護保険の運営のための納付金
⑬事務費など
⑭人間ドック助成費、特定健診に係る費用など
※四捨五入の関係で総計が100％にならない場合があります。

①
共同事業交付金
22億496万円
（23.7%）

⑨
保険給付費 

53億7,703万円
（59.5%）

⑩
共同事業拠出金
22億4,610万円

（24.8%）

⑪ 後期高齢者支援金等
9億1,633万円（10.1%）

②
前期高齢者交付金
21億6,882万円

（23.3%）

③
国庫支出金

20億5,922万円
（22.1%）

④
国民健康保険税
15億1,632万円

（16.3%）

⑤ 繰入金
6億2,553万円（6.7%）

⑭ その他　7,312万円（0.8%）⑧ その他　1,539万円（0.2%） ⑬ 総務費　9,535万円（1.1%）

⑫ 介護納付金
3億3,552万円（3.7%）

⑦ 療養給付費等交付金
2億9,276万円（3.1%）
⑥ 県支出金
4億1,470万円（4.5%）

合　計
92億9,770万円
（100％）

合　計
90億4,345万円
（100％）

定員 受診者
日帰り人間ドック 360人 356人
脳ドック 110人 110人

受診者および実施者
特定健康診査 4,181人
特定保健指導 703人

問い合わせは　
保険年金課

（☎22−1118）へ
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阿
南
市
人
権
施
策
基
本
方
針
進
捗

状
況
及
び
阿
南
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
に
基
づ
く
施
策
の
推
進

状
況（
29
年
度
版
）を
公
表
し
ま
す

　

人
権
・
男
女
参
画
課
、
各
住
民

セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
、
各
公
民
館
、

各
隣
保
館
、
各
教
育
集
会
所
で
そ

れ
ぞ
れ
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
間　
10
月
16
日
㈪
～
平
成

30
年
３
月
30
日
㈮　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
、
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
平
成
30

年
１
月
３
日
）
を
除
く
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

市
民
会
館
使
用
申
請
受
付
の

休
止
の
お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
10
月
か
ら
、
市
民
会

館
の
耐
震
診
断
業
務
に
着
手
し
ま
す
。

　

市
民
会
館
の
使
用
申
請
は
１
年

前
か
ら
受
付
を
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
30
年
10
月
１
日
以
降
の
使
用

申
請
の
受
付
は
、
休
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

休
止
の
期
間
は
、
耐
震
診
断
の

結
果
に
よ
り
ま
す
の
で
、
現
在
の

と
こ
ろ
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

耐
震
診
断
業
務
期
間
中
に
お
い

て
も
、
市
民
会
館
の
使
用
は
で
き

ま
す
が
、
耐
震
診
断
の
結
果
に

よ
っ
て
は
、
使
用
さ
れ
る
方
の
安

全
を
考
慮
し
、
休
館
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
さ
れ
る
方
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
振
興
課

（
☎
22

－

１
７
９
８
）
ま
た
は
市

民
会
館
（
☎
22

－
７
０
０
０
）
へ

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　

適
正
な
地
価
形
成
や
地
価
情
報

の
普
及
等
の
た
め
「
不
動
産
鑑
定

士
に
よ
る
不
動
産
の
価
格
に
関
す

る
無
料
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
２
日
㈪　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

場
所　
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２

階　

展
示
ホ
ー
ル
小

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
（
☎
０
８
８

－

６
２

３

－

７
２
４
４
）
ま
た
は
企
画
政

策
課
（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

関
西
か
ら
の
温
か
い
便
り 

～

　

９
月
初
旬
、
関
西
か
ら
う
れ
し
い
贈
り
物
が
届
き

ま
し
た
。
９
日
に
、
中
林
町
出
身
で
プ
ロ
野
球
オ

リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
２
年
目
の
杉
本
裕
太
郎

選
手
が
、
プ
ロ
初
安
打
で
先
頭
打
者
本
塁
打
を
放
ち

ま
し
た
。
プ
ロ
初
安
打
を
初
回
先
頭
打
者
ア
ー
チ
で

飾
っ
た
の
は
、
パ
・
リ
ー
グ
で
４
人
目
の
快
挙
だ
そ

う
で
す
。

　

そ
し
て
、
10
日
に
は
、
阿
南
市
市
民
会
館
で
、
天

羽
会
桐
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

家
元
天
羽
祥
瑞
先
生
は
、
山
口
町
の
ご
出
身
で
、
大

阪
府
豊
中
市
で
昭
和
62
（
１
９
８
７
）
年
に
古
典
舞

踊
の
天
羽
流
、
新
舞
踊
の
桐
流
を
創
流
。
後
援
会
会

長
は
中
川
和
雄
元
大
阪
府
知
事
が
務
め
、
関
西
、
徳

島
と
多
く
の
お
弟
子
さ
ん
を
抱
え
、
ご
活
躍
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
年
１
回
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
「
関

西
・
阿
南
ふ
る
さ
と
会
」（
会
長
：
大
日
本
塗
料
株

式
会
社
社
長　

岩
淺
壽
二
郎
氏
（
宝
田
町
出
身
））

で
は
、
阿
南
市
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
、
毎
回
華
麗

な
舞
を
披
露
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
に
は
、
筑
前
琵
琶
奏

者
で
、
昨
年
唯
一
の
人
間
国
宝
と
し
て
認
定
さ
れ
た

奥
村
旭
翠
先
生
も
特
別
参
加
を
い
た
だ
き
、
荘
厳
な

音
色
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

青
芝
フ
ッ
ク
さ
ん
の
軽
妙
な
司
会
に
よ
り
、
時
が

経
つ
の
も
忘
れ
る
よ
う
な
充
実
し
た
舞
台
が
続
き
、

家
元
の
「
王
将
一
代
小
春
し
ぐ
れ
」
の
舞
で
最
高
潮

に
達
し
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
小
松
島
市
在
住
の
東

根
泰
章
さ
ん
作
詞
の
ふ
る
さ
と
ソ
ン
グ
「
阿
南
え
え

で
よ
」
を
加
茂
谷
出
身
で
元
プ
ロ
歌
手
の
豊
田　

清

さ
ん
に
よ
る
熱
唱
の
も
と
、
桐
流
有
志
全
員
の
舞
が

披
露
さ
れ
、
千
秋
楽
と
な
り
ま
し
た
。
驚
い
た
こ
と

に
、
観
客
の
方
々
が
「
よ
か
っ
た
！
よ
か
っ
た
！
」

と
み
ん
な
笑
顔
で
家
路
に
つ
か
れ
る
と
き
に
、
多
く

の
方
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
箱
に
浄
財
を
提
供
し
て

帰
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
入
場
す
る
と
き
よ
り
帰
り
に

お
金
を
入
れ
て
く
れ
る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、

来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
い
う
心
の
表
れ
だ
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
貴
重
な
浄
財
は
天
羽
先
生
自
ら

阿
南
市
役
所
へ
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
私
の
故
郷
は
、
阿
南
市
、
豊
中
市
、
舞
踊
」
と

公
言
さ
れ
る
天
羽
祥
瑞
先
生
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
く
り
も
の

吉
井
小
学
校
へ

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
５
台

吉
井
町　

海
山
家
隆
様
か
ら
学

校
教
育
充
実
の
た
め

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

天羽祥瑞先生（左）と奥村旭翠先生（右）
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11
月
12
日
㈰
は
、
阿
南
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日

　

任
期
満
了
に
よ
る
阿
南
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
11
月
５
日
㈰
に

告
示
さ
れ
、
11
月
12
日
㈰
（
伊
島

投
票
区
は
11
日
㈯
）
に
投
票
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
投
票
時
間

午
前
７
時
～
午
後
８
時

（
大
井
・
大
田
井
・
阿
瀬
比
・

新
野
西
・
福
井
上
分
・
蒲
生
田
・

後
・
椿
泊
は
午
後
７
時
ま
で
）

■
投
票
の
で
き
る
人

　

平
成
11
年
11
月
13
日
以
前
に
生

ま
れ
た
日
本
国
籍
を
持
つ
人
で
、

平
成
29
年
８
月
４
日
以
前
か
ら
阿

南
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
引
き
続

き
阿
南
市
に
住
ん
で
い
る
人
。
た

だ
し
、
選
挙
権
を
停
止
さ
れ
て
い

る
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

学
生
で
阿
南
市
外
の
寮
や
ア
パ

ー
ト
な
ど
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

住
民
票
が
阿
南
市
に
あ
っ
て
も
原

則
と
し
て
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

阿
南
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
る
人
で
も
、
他
の
市
町

村
へ
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

市
内
転
居
者

▼
10
月
23
日
ま
で
に
転
居
届
を
出

し
た
人
は
、新
住
所
地
の
投
票
所
へ
。

▼
10
月
24
日
以
降
に
転
居
届
を
出

し
た
人
は
、旧
住
所
地
の
投
票
所
へ
。

■
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
障

が
い
の
あ
る
人
（
別
表
○
印
の
該

当
者
）
や
介
護
保
険
の
被
保
険
者

証
の
要
介
護
状
態
が「
要
介
護
５
」

の
人
は
、「
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
」
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管

理
委
員
会
に
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
手
帳
等

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
戦
傷
病
者
手
帳

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

■
期
日
前
投
票
所
の
変
更

　

期
日
前
投
票
所
は
、
市
役
所
本

庁
舎
１
階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
に
変

更
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
☎
22

－

３
７
９
１
）へ

（別表）

身
体
障
害
者
手
帳

障がい名
障がいの程度

１級 ２級 ３級

両下肢、体幹、移動機
能の障がい ○ ○

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸
の機能障がい

○ ― ○

免疫機能障がい ○ ○ ○

肝臓機能障がい ○ ○ ○

◆ 戦傷病者手帳をお持ちの人
　 （特別項症～第３項症）
◆ 要介護状態区分が要介護５に該当する人

阿南市総合防災訓練
地域防災力などの向
上を目的に、周辺住
民の皆さまによる消
火訓練や自衛隊・消
防レスキュー・地元
建設業者による展示
訓練として、土砂災害および被災車両からの救出
訓練、はしご車・ドローンを活用した孤立者救出
訓練などを実施します。今回、新たに避難所開設
訓練を行います。
主会場では、災害時の法律相談、地震体験車、煙
体験ハウス、炊き出しなどの体験コーナーを実施
しますので、多くの方のご参加をお願いします。

日時　10月21日㈯　7:50～11:30　※小雨決行
場所　羽ノ浦グラウンドおよび羽ノ浦総合国民体

育館（羽ノ浦町）

問い合わせは　危機管理課（☎ 22-9191）へ

第15回

阿南市こどもフェスティバル 入場無料

当日が、衆議院議員総選挙の投・開票日と
重なる場合は、中止もしくは延期いたします。

サブアリーナでは保幼小中の園児・児童・生徒による発
表、メインアリーナではマンガ教室・リサイクルおもち
ゃ作り・モールアートなどたくさんのブース、屋外では
ミニ機関車やパトカーなどの乗り物があります。

日時　10月22日㈰　9:30～14:00（小雨決行）
場所　スポーツ総合センター（サンアリーナ）
内容　こどもの発表、こどもの遊び、こどもの実験・観察
　　　こどものものづくり、こどもの体験、特別イベント
※駐車場に限りがあります。乗り合わせてお越しください。
※上ぐつをご持参ください。

問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ みなさん
きてね！

9　広報あ な ん 2017.10



阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

▼
介
護
支
援
専
門
員
：
１
人
程
度

▼
看
護
師
（
准
看
護
師
不
可
）：　
　
　
　
　

１
人
程
度

※
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
阿
南
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
に

従
事
予
定

応
募
資
格

次
の
条
件
を
す
べ
て
み
た
す
方

・
昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

・
介
護
支
援
専
門
員
ま
た
は
看
護　

師
（
准
看
護
師
不
可
）
の
い
ず

れ
か
の
資
格
（
取
得
見
込
可
）　

を
有
す
る
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す　

る
方

採
用
予
定
日　
▼
新
卒
採
用
：
平

成
30
年
４
月
１
日
▼
中
途
採
用
：

面
談
の
う
え
決
定

申
込
方
法　
「
受
験
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
阿
南

市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
く
は
、「
採
用
試
験

要
項
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
「
受
験
申
込
書
」
お
よ
び
「
採

用
試
験
要
項
」
は
、
地
域
福
祉
課

で
お
渡
し
し
ま
す
（
土
、
日
、
祝

日
を
除
く
）。
ま
た
は
、
本
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
10
月
３
日
㈫
～
20
日
㈮

試
験
内
容　
教
養
・
適
性
試
験
お

よ
び
小
論
文

第
１
次
試
験
日　
11
月
５
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
社
会
福

祉
協
議
会（
☎
23

－

７
２
８
８
）へ

徳
島
東
部
都
市
計
画
の
変
更

案
に
関
す
る
縦
覧
に
つ
い
て

　

徳
島
東
部
都
市
計
画
の
変
更
案

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

都
市
計
画
の
種
類

▼
県
決
定

　

徳
島
東
部
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
・
区
域
区
分

（
線
引
き
）
の
変
更

▼
市
決
定

　

用
途
地
域
の
変
更

案
の
縦
覧　
10
月
19
日
㈭
か
ら
11

月
2
日
㈭
ま
で
（
土
、
日
曜
日
は

除
く
）
の
間
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
ま
た
は
徳
島
県
都
市
計
画
課
で

縦
覧
で
き
ま
す
。

※
変
更
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る

方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
☎
22

－

１
５
９
６
）
ま
た

は
徳
島
県
都
市
計
画
課
（
☎
０
８

８

－

６
２
１

－

２
５
６
６
）
へ

写真撮影のサービスがありますので、ぜひこの機会に申請してください。
必要なもの　マイナンバーの通知カード、交付申請書（通知カードの下に付いていたもの等）、本

人確認書類（運転免許証などの顔写真付きは１点、健康保険証・年金手帳などの顔写
真なしのものは２点）

※通知カード等がない場合でも申請していただけますが、カードの受け取りに後日市役所にお越
しいただく必要があります。

実施期間　12月31日㈰まで
特　　典　オリジナルコラボシール貼付カードケース　プレゼント！
　　　　　※地方公共団体情報システム機構から配布された
　　　　　　ケース裏面にシールを貼ったものとなります。
対 象 者　①期間中にマイナンバーカードの申請または交付を受けられた方
　　　　　②既にマイナンバーカードをお持ちの方（カードの提示が必要です）
　　　　　※先着順で、数に限りがあります。

問い合わせは　徳島県地域振興課（☎088−621−2723）（キャンペーンのみ）
　　　　　　　または市民生活課（☎22−1116）へ

マイナンバーカード
普及促進キャンペーン実施中

あなん健康まつり（10月15日㈰）において
「マイナンバーカード申請コーナー」を開設します
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第
４
回

阿
南
市
人
権
教
育・啓
発

市
民
講
座

日
時　
10
月
24
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

演
題　
「
い
つ
か
行
く
道　

高
齢

者
に
な
っ
て
も
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
」

講
師　
阿
南
東
部
高
齢
者
お
世
話

セ
ン
タ
ー
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）
主
任
介
護
支
援
専
門
員　

滝
川
道
子
さ
ん

※
託
児
あ
り
。
10
月
16
日
㈪
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

男
性
料
理
教
室（
後
期
）

参
加
者
募
集

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
家
庭
か

ら
。男
性
の
皆
さ
ん
、簡
単
な
料
理

か
ら
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
11
月
２
日
㈭
、14
日
㈫
、

28
日
㈫
、
12
月
14
日
㈭
、
22
日
㈮

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階　

グ

ル
メ
ル
ー
ム

募
集
定
員　
先
着
30
人

参
加
費　
１
回
５
０
０
円
（
材
料

費
と
し
て
当
日
集
金
）

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
、
は
が
き
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
10
月
2
日
㈪
～
17
日

㈫
（
当
日
消
印
有
効
）

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
目
的

以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３　

男
女
共
同
参

画
室
（
☎
22

－

７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ

平
成
30
年
阿
南
市
成
人
式
の

ご
案
内

日
時　

平
成
30
年
１
月
７
日
㈰　

午
後
１
時
～
（
受
付
：
午
後
零
時

30
分
～
）

場
所　
市
民
会
館

※
く
わ
し
く
は
、
広
報
あ
な
ん
11

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
校
生
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

女性の活躍推進に向けて「あなんテレワーク推進センター」では
毎月楽しいイベントを開催しています。ぜひご参加ください！
日程
10月11日㈬　在宅でも学べる！eラーニングの使い方
　  25日㈬　クラウドソーシングサイトに登録・実践してみよう！
時間　10:30 ～ 12:00（1 時間 30 分）
対象　市内在住の女性　　定員　各８人程度
場所　牛岐城趾公園管理事務所２階（富岡町トノ町24番地21）
持参物　パソコン（２台までレンタル PC があります）
参加費　無料
申込方法　電話、ファクスまたはメールで、氏名、年齢、電話番
号、希望日、お子さま連れの場合はお子さまの年齢、レンタルパ
ソコンが必要な方はその旨を記入のうえ、お申し込みください。
問 あなんテレワーク推進センター（テレワークひろば）

（☎・FAX24−8009）※月、水、金曜日 10:00 ～ 15:00
e-mail:anan@child-rin-tokushima.com

あなんテレワーク
推進センター
イベント情報！

開催場所　阿南市社会福祉会館４階（全日程）
申込締切　４期の説明会は、10月16日㈪　17:00まで　５期の説明会は、11月６日㈪　17:00まで
申込み・問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290・FAX22−0075）へ
　　　　　　　　　　　e-mail: shoukou＠anan.i-tokushima.jp

現在、国を挙げて、ICT（情報通信技術）を活用して、場所や時間にとらわれない柔軟
な働き方として、「テレワーク」の活用が推進されています。本市においても、就労機
会の創出に向けて、さまざまな「テレワーク」事業の推進に取り組んでいます。
12月開講予定の「プロライター育成講座　４期・５期」説明会を開催します。

「プロライター育成講座」説明会のお知らせ
平成29年度阿南市サテライトオフィス推進事業

開催日時

10月27日㈮　 第１回　14:00～15:00
第２回　16:00～17:00

10月28日㈯　 第３回　10:00～11:00
第４回　14:00～15:00
第５回　16:00～17:00

４
期

11月17日㈮　 第１回　14:00～15:00
第２回　16:00～17:00

11月18日㈯　 第３回　10:00～11:00
第４回　14:00～15:00
第５回　16:00～17:00

５
期
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私は新野町出身で13年ほど離れていましたが、４月にUターンしてきました。この夏、驚くほど日焼け
しました。今までずっと地下鉄とビルの中で過ごしていたので、こんなに夏が暑いこと、陽射しが強いこ
とを忘れていたようです。春からたけのこを掘って田植えをし、お遍路さんがきて、蛍を見て、夏祭り。

新野町で過ごして、だんだんとこの土地の暮らし方が身に付いて
います。
実は「新野町で暮らしてみたい」という人はたくさんいます。そ
の人たちは、新野町の行事に参加したり話を聞いたりして、新野
町って「いいな」と思ったそうです。この町の楽しさがよそに伝
わっているって、素敵な町だなぁと思います。
私は町の人が探してくれた空き家をお借りしています。これはと
ても恵まれていること。移住したくても、なかなか住む家が見つ
かりません。これからは、私のように「いいな」と思った人が、
円滑に阿南市へ移住してこられるようにしていきたいです。

地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより
地域おこし協力隊の活動を紹介するコーナー。毎回、隊員が活動内容や地域の魅力を発信します。

久米可奈子さん（新野地区）
vol.12

　

も
う
す
ぐ
60
歳
に
な
り

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
る
資
格
期
間
を
満
た

し
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
に
な
る
ま
で
公
的
年
金
に
加
入

し
て
、
原
則
と
し
て
最
低
10
年
間

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
（
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
を

含
む
）。

　

あ
な
た
の
よ
う
に
、
受
給
資
格

期
間
が
10
年
を
満
た
し
て
い
な
い

人
や
、
10
年
以
上
あ
る
が
満
額
と

な
る
40
年
に
満
た
ず
年
金
額
を
増

や
し
た
い
人
な
ど
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
年
金
の

受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で
、

特
例
的
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
手
続
き
は
、
60
歳
に

到
達
し
た
日
以
降
、
任
意
加
入
の

申
出
書
と
口
座
振
替
の
申
出
書
の

両
方
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

◆法定検査
浄化槽を設置している場合は、法律により１年に１回、放流水の水質検査
を受検することが義務づけられています。
この検査は、徳島県知事が指定した機関である（公社）徳島県環境技術セ
ンターが実施しますので、通知があった場合は、必ず受検してください。
今年度は、10月16日㈪から11月10日㈮の期間で法定検査を実施します。
※浄化槽法改正（平成18年２月１日）により、未受検者には罰則規定が

設けられています。
◆保守点検

浄化槽の保守点検は、２～４カ月に１回以上実施しなければなりません。
この保守点検を行うためには専門的な知識や器具が必要ですので、県知事
に登録した専門業者に委託して実施してください。

◆清掃
浄化槽の清掃は１年に１回以上実施することが義務づけられています。市
町村長が許可した業者に委託してください。

問い合わせは　公益社団法人徳島県環境技術センター （☎088−636−1234）
または環境保全課（☎22−3413）へ

近い将来に発生する可能性が高い南海トラ
フ大地震における障がい者や高齢者の支援
を学ぶために開催します。
　
日時　10月21日㈯　14:00開会
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　別府市企画部危機管理課
　　　防災推進専門員　村野淳子さん
　　　福祉フォーラム事務局長
　　　首藤健太さん
対象者　防災に関心がある方　
参加費　無料
申込　10月13日㈮までに下記までお申し

込みください。

問い合わせは　阿南市社会福祉協議会
　　　　　　　（☎23−7288）へ

10月１日は「浄化槽の日」です
年１回は浄化槽の水質検査を
受けましょう！

～災害弱者を支援する取り組みとは～
阿南市障がい者防災セミナー

参加者募集
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問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

○徳島県高校野球秋季大会　１日㈰　8:30～
○阿南市中学校新人戦　６日㈮　8:30～
○西日本あかつき野球大会　７日㈯、８日㈰　8:30～
○徳島県高校軟式野球大会　14日㈯　8:30～
○第３回徳島県500歳野球大会
　22日㈰、29日㈰　8:30～
○少年野球富岡大会　28日㈯　8:30～

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアム

10月の日程光 10月の催しのまちステーションプラザ

問い合わせは　光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日は開始時間が12:00、最終日は終了時間が15:00。

○みんなの秋Ⅱ　～９日㈷まで
○陶芸三人展　11日㈬～22日㈰
○描いて楽しい、もらってうれしい絵手紙展
　24日㈫～11月5日㈰
■体験コーナー

○阿波踊り活竹人形作り　7日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】６日㈮　【参加費】700円　
【定員】10人　【持参物】なし

○楽しくプリザーブドフラワーアレンジ
15日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】13日㈮　【参加費】2,500円　
【定員】10人　【持参物】はさみ（あれば）

●教育長報告
①夏期休業日中の児童生徒ならびに教職員の動向について
②いじめ状況調査の結果について
③いじめ継続指導中の学校訪問について
④夏休み明けの生徒指導等について
⑤市中学校陸上競技大会の結果について

●施設型給付対象私立幼稚園の保育料等に関する要綱の一
部を改正する要綱について（学校教育課）

●阿南市長の権限に属する事務の一部を教育委員会に委任
する規則の一部を改正する規則について（学校教育課）

●平成29年度全町運動会の日程等について（生涯学習課）
●平成29年度敬老会の日程等について（生涯学習課）

※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

８月定例会（８月23日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

日時　10月21日㈯　14:00～15:30
場所　新野公民館２階　大ホール
内容　演劇「いきいき100歳体操物語」を通して、介護予

防につながることを紹介します。
講師　徳島県理学療法士劇団
※入場無料・申込不要

問い合わせは　介護・ながいき課（☎22−1793）へ

介護予防講演会
「広報あなん」などをテープとＣＤに吹き込んでいただけ
るボランティアを募集します。
活動は月２回で、原稿の読み合わせやテープ・ＣＤへの録
音を行います。あなたの声の力をお貸しください。
※パソコン操作ができる方歓迎

問い合わせは　阿南市社会福祉協議会（☎23−7288）へ

「声の広報」ボランティア募集

<10月の休館日>
　２日㈪、10日㈫、16日㈪、23日㈪、30日㈪

問い合わせは　かもだ岬温泉保養施設（☎21−3030）へ

かもだ岬温泉保養施設

誌面の都合により、人権啓発コーナー「ひまわり」(20)は
11月号に掲載します。

椿泊町駐在所リフォーム工事について
椿泊町小吹川原にある「椿泊町駐在所」は、この度施設
の老朽化に伴い、リフォーム工事（平成30年１月末ま
での予定）を行うことになりました。工事期間中は、椿
泊町駐在所員は不在となります。椿泊町駐在所にご用の
方は、阿南警察署へご連絡ください。
なお、工事期間中は、椿泊町駐在所に電話をかけた場合、
阿南警察署へつながります。
住民の方には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほ
どよろしくお願いします。
問い合わせは　阿南警察署（☎22−0110）へ

阿南警察署だより

あぶない !こんなに事故が

交通事故
件　　数
死　　者
負 傷 者

215件（1,561）
0人（	 	 		 2）
22人（	 	170）

救　　急 件　　数
搬送人員

321件（2,322）
312人（2,246）

火　　災 件　　数
損 害 額

1件（	 20）
1,202千円（18,661千円）

●阿南署管内平成29年８月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。
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阿
南
市
総
合
教
育
会
議
に
つ
い
て

　

市
と
教
育
委
員
会
が
、
教
育
政
策
の
方
向

性
を
共
有
し
、
一
致
し
て
執
行
に
あ
た
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
阿
南
市
総
合
教
育
会
議
を

８
月
23
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、「
学
校
施
設
の
有
効
活
用
お

よ
び
幼
保
一
元
化
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し

て
話
し
合
い
、
各
教
育
委
員
さ
ん
か
ら
多
様

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
が
公
約
と
し
て
掲
げ
る
子
育
て
支
援
、

あ
る
い
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
市
の

施
設
を
最
大
限
に
有
効
活
用
し
て
い
く
に
は
、

ど
の
よ
う
な
方
策
が
よ
い
の
か
な
ど
、
所
管

を
越
え
て
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
課
題
解
決
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
こ
と
で
意
見
が
一

致
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
例
え
ば
、

議
会
に
お
い
て
度
々
ご
質
問
い
た
だ
い
て
い

ま
す
幼
保
一
元
化
、
学
校
施
設
内
に
お
け
る

放
課
後
の
子
育
て
支
援
の
た
め
の
施
設
の
設

置
を
は
じ
め
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支

え
ら
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
つ
い
て

も
、
関
係
部
署
間
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
現

実
的
な
視
点
で
具
体
的
な
方
策
を
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
乗
効
果
を
図

り
つ
つ
、
子
育
て
支
援
の
取
組
強
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
議
会
議
員
お
よ
び
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
に

つ
い
て

　

現
在
、
市
政
選
挙
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
へ
貼
付
さ
れ
る
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
の
ほ

か
、
長
の
選
挙
で
の
ビ
ラ
の
頒
布
等
、
有
権

者
に
と
っ
て
は
限
ら
れ
た
情
報
し
か
得
ら
れ

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
７
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
か
ら
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
市

政
選
挙
に
関
す
る
よ
り
多
く
の
情
報
提
供
が

求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
選
挙
公
報
の
発
行

は
、
有
権
者
の
判
断
材
料
の
１
つ
と
な
り
、

選
挙
啓
発
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

国
政
選
挙
お
よ
び
都
道
府
県
知
事
の
選
挙

で
は
、
公
職
選
挙
法
第
１
６
７
条
の
規
定
に

よ
り
、
選
挙
公
報
を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
政
選
挙

に
お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
は
、
同
法
第
１

７
２
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
、
条
例
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
選
挙
公
報
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
議
会
で
、
選
挙

公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
案
を
提
出
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
キ
ヨ
ス
ク
跡
店
舗

の
利
用
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
８
月
末
に
キ
ヨ
ス
ク
が
撤
退
し

た
こ
と
は
、
本
市
と
し
て
も
、
Ｊ
Ｒ
利
用
者

へ
の
影
響
の
み
な
ら
ず
、
市
の
玄
関
口
と
し

て
寂
れ
た
感
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ

Ｒ
四
国
側
と
民
間
事
業
者
等
か
ら
の
出
店
を

含
め
た
有
効
活
用
に
向
け
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
民
間
事
業
者
等
か
ら
の

出
店
に
向
け
た
具
体
的
計
画
等
が
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
度
、
Ｊ
Ｒ
四
国
側
と
今
後
の
施

設
有
効
活
用
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
本
市

と
し
ま
し
て
は
、
四
国
東
南
部
の
広
域
観
光

等
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
空
き
店
舗
の
整

備
等
を
行
っ
た
上
で
、
新
た
に
「
野
球
の
ま

ち
阿
南
」
な
ど
、
本
市
な
ら
で
は
の
観
光
の

魅
力
を
紹
介
す
る
展
示
施
設
と
し
て
活
用
を

図
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致

推
進
に
つ
い
て

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
は
、
都
市
圏
か
ら

地
方
へ
の
人
の
流
れ
や
地
域
の
活
性
化
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
地
方
創
生
時
代
の
企

業
誘
致
と
し
て
、
今
や
全
国
各
地
で
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
も
、
国
の
「
地
方
創
生
拠
点
整
備
交

付
金
事
業
」
を
活
用
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
誘
致
の
拠
点
施
設
と
な
る
近
未
来
型

モ
デ
ル
施
設
を
、
本
年
度
末
ま
で
の
完
成
を

め
ざ
し
、
科
学
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
お
い
て
、

建
設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致

推
進
事
業
と
し
て
、
本
年
度
、
東
京
都
に
お

い
て
、
本
市
の
魅
力
お
よ
び
取
組
を
紹
介
す

る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
末
に
は
、
本
市
に
お
い
て
都

市
圏
か
ら
企
業
等
を
招
き
、
本
市
の
魅
力
を

体
感
し
て
も
ら
う
べ
く
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
視
察
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
、
事
業
の
取
組
等
に

よ
り
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
推
進
が

図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

９
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
９
月
議
会
が
９
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に

先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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阿
南
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

市
内
企
業
の
大
多
数
を
占
め
る
中
小
企
業

は
、
本
市
の
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
と
と
も

に
、
消
費
の
循
環
、
ま
ち
の
活
性
化
な
ど
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
て
、
中
小
企
業
の

振
興
は
市
民
生
活
に
関
わ
る
重
要
な
課
題
で

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
外
国
か
ら
の
輸
入
製
品

に
よ
る
攻
勢
や
企
業
間
競
争
の
激
化
に
加

え
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
市
場

規
模
の
縮
小
に
伴
う
経
済
活
力
の
低
下
、
事

業
主
の
高
齢
化
や
後
継
者
難
、
就
業
者
の
不

足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
よ
り
、
今
日
の

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
は
厳

し
さ
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
若
者
世
代
の
定
住
を
図

り
、
市
民
が
市
の
将
来
に
希
望
を
持
ち
、
持

続
的
な
発
展
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
中

小
企
業
者
の
自
主
努
力
の
み
で
な
く
、
市
、

中
小
企
業
事
業
者
、
商
工
団
体
お
よ
び
市
民

等
が
共
通
認
識
を
持
ち
、
協
働
し
て
中
小
企

業
の
振
興
に
関
す
る
取
組
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
議
会
で
提
案
し
ま
す
阿
南
市
中
小
企
業

振
興
基
本
条
例
は
、
経
済
団
体
を
は
じ
め
、

中
小
企
業
の
振
興
に
関
し
識
見
を
有
す
る
市

内
の
各
種
団
体
の
方
々
20
人
に
よ
る
「
阿
南

市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
策
定
委
員
会
」

に
お
い
て
、
調
査
審
議
を
い
た
だ
い
た
答
申

内
容
お
よ
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見

公
募
）
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
を
も
と
に
、
市
と
し
て
中
小

企
業
の
振
興
に
関
す
る
取
組
を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

市
道
の
橋
梁
等
定
期
点
検
と
、

橋
梁
の
長
寿
命
化
お
よ
び
耐
震

化
に
つ
い
て

　

橋
梁
等
定
期
点
検
は
、
老
齢
化
が
進
ん
で

い
る
ト
ン
ネ
ル
、
橋
な
ど
を
効
率
的
に
維
持

管
理
し
て
い
く
た
め
に
、
国
土
交
通
省
令
・

告
示
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
統
一
的
な
点
検
基

準
に
基
づ
き
、
点
検
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
平
成
26
年
度
に
着
手
し
、
平
成

28
年
度
末
現
在
で
、
市
道
橋
１
０
８
１
橋
の

う
ち
４
４
３
橋
は
そ
の
点
検
を
完
了
し
、
順

次
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
残
り
の
市
道
橋
６
３
８

橋
と
ト
ン
ネ
ル
３
カ
所
は
、
平
成
30
年
度
末

で
完
了
す
る
予
定
で
す
が
、
平
成
31
年
度
以

降
も
、
５
年
に
１
回
の
定
期
点
検
を
継
続
的

に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

次
に
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
お
よ
び
耐
震
化

は
、
橋
長
15
メ
ー
ト
ル
以
上
の
重
要
橋
梁
79

橋
の
う
ち
、
緊
急
避
難
路
や
緊
急
物
資
輸
送

路
な
ど
を
考
慮
し
た
対
象
橋
梁
24
橋
を
抽
出

し
、
劣
化
な
ど
が
進
む
前
に
修
繕
す
る
こ
と

で
、
橋
の
寿
命
を
延
ば
す
「
長
寿
命
化
工

事
」
と
、
近
い
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
に
備
え
た
「
耐
震

化
工
事
」
を
進
め
る
も
の
で
す
。
そ
の
進
捗

状
況
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
着
手
し
、
平
成

28
年
度
末
ま
で
に
長
寿
命
化
工
事
５
橋
、
耐

震
化
工
事
６
橋
を
完
了
し
、
残
り
の
橋
梁
13

橋
に
つ
い
て
も
、
順
次
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
道
の
橋
梁
に
大
き
な
損
傷
が

発
生
す
る
前
に
最
適
な
対
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
で
、
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど
効
率
的
な
維

持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
阿
南
市
野
村
靖
奨
学
資
金
基

金
条
例
」に
つ
い
て

　

６
月
23
日
に
故
野
村　

靖
前
市
長
の
ご
遺

族
で
あ
る
野
村
幸
子
様
か
ら
、
阿
南
市
制
施

行
の
当
初
か
ら
職
員
と
し
て
、
ま
た
、
そ
の

後
市
長
と
し
て
長
年
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝

の
意
を
込
め
て
、
阿
南
市
の
発
展
に
資
す
る

有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
奨
学
資
金

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
ご
遺
志
に

よ
り
、
３
０
０
０
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、

有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
、
今
議
会
に
お
い
て
条
例
制
定
の
ご
承
認

を
賜
り
た
く
、「
阿
南
市
野
村
靖
奨
学
資
金

基
金
条
例
」
案
を
上
程
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
用
方
法
は
、
条
例
制
定
後
に

規
程
を
定
め
て
運
用
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、

現
在
、
本
市
が
実
施
し
て
い
ま
す
「
阿
南
市

奨
学
資
金
貸
付
条
例
」
に
基
づ
く
事
業
の
財

源
と
し
て
活
用
し
た
く
、
毎
年
１
５
０
万
円

を
上
限
と
し
て
、
各
年
度
の
新
規
貸
付
者
へ

の
貸
付
年
額
の
２
分
の
１
に
当
た
る
額
を
充

当
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
、小・中
学
校
の
エ
ア
コ

ン
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て　

　

平
成
28
年
度
の
国
の
補
正
予
算
に
よ
り
、

幼
稚
園
お
よ
び
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に

対
す
る
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
、
本
年

度
当
初
か
ら
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
６
月

中
に
全
て
の
工
事
を
終
え
、
７
月
上
旬
か
ら

使
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
授
業
や
行
事
の
な

い
土
日
や
夏
休
み
期
間
を
活
用
し
な
が
ら
工

事
を
進
め
て
い
て
、
８
月
末
に
エ
ア
コ
ン
の

設
置
は
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
試
運
転
お
よ
び
調
整
等
を
行
っ
て

い
て
、
完
了
検
査
後
、
９
月
の
で
き
る
だ
け

早
い
段
階
で
の
使
用
開
始
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
設
計
業
務

を
行
っ
て
い
て
、
10
月
末
に
は
完
了
す
る
予

定
で
す
。
計
画
と
し
て
は
、
平
成
30
年
度
に

市
内
全
小
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
設
置
を
行

い
、
平
成
31
年
度
に
残
り
の
特
別
教
室
等
へ

の
設
置
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
国
の
補
助
金
確
保
に
向
け
て
鋭
意
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部
分
の

み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご
覧
に
な
り

た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
後
日
作
成
す
る
市
議
会
会
議
録

は
、
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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日時　11月25日㈯　8:15～16:00
　　　（受付 8:00～）
集合場所　お松大権現の駐車場（加茂谷中学校西側）
参加料　1,000円（保険料、資料代等として）
参加定員　80人（定員に達し次第締切）
申込方法　往復はがきでお申し込みください。
申込締切日　11月10日㈮（当日消印有効）
往復はがきの記入内容

【往信おもて面】　
〒774-8501　富岡町トノ町12番地３
文化振興課「あなん遍路おもかげウオーク」係

【往信うら面】
①参加者氏名（１枚に２人まで）②住所③電話番号
　※参加者が２人の場合、②と③は代表者のみ

【返信おもて面】
参加者（参加者が２人のときは代表者）の住所・氏名

【返信うら面】
白紙のままで何も書かないでください。
注意事項　
険しい山道を歩きますので、十分な装備でご参加ください。
食事・飲み物は参加者ご自身でご用意ください。
参加料は、当日受付でお支払いください。
雨天時は中止となります。
定員に達した結果、参加できない方にも通知します。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	あなん遍路おもかげウオーク
　	～かも道・太龍寺道～

あなん
カルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場
（
無
料
）

　

簡
単
で
楽
し
い
子
ど
も
向
け
の
科
学
工
作
を

中
心
に
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

実
施
日
と
テ
ー
マ

10
月
９
日
㈷
「
鼻
が
の
び
～
る
ゾ
ウ
を
作
ろ
う
」

実
施
時
間　
午
前
10
時
～
11
時
40
分
、
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

参
加
方
法　
当
日
、
実
施
時
間
内
に
科
学
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
土
、
日
、
祝
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、

３
時
～
の
２
回
実
施
。
投
映
時
間
は
約
30
分
。

10
月
の
テ
ー
マ　
「
今
夜
の
星
空
と
太
陽
系
外

惑
星
の
お
話
」

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（無

料
）

素晴らしい作品の展示・発表など盛りだくさんの文化
祭をお楽しみください。くわしくは今月号の折り込み
チラシをご覧ください。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	「第46回阿南市文化祭」開催のご案内

日時　11月12日㈰　14:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
内容　弦楽器、管楽器のアンサンブルやコーラスなど、

公募の演奏者が出演します。
入場料　無料
問い合わせは　文化会館「みんなでピアノ以外物語」

係（☎23－5599）へ

■	みんなでピアノ以外物語

阿波公方の歴史について書かれた「阿波の足利～平島
公方物語」を増刷し、阿波公方・民俗資料館で販売し
ています。（１冊1,000円）
阿波公方・民俗資料館
那賀川町古津339番地１（☎42－2966）
開館時間　9:00～16:30
休館日　月曜日、祝日、年末年始
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	「阿波の足利～平島公方物語」の増刷について

日時　11月５日㈰　10:00～14:30
場所　夢ホール（文化会館）
内容　10:00～　開会式と基調講演
　　　　「阿南市若杉山遺跡
　　　　　～弥生時代の辰砂（水銀朱）採掘～」
　　　12:40～　アトラクション（音楽と舞踊）
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	「第32回徳島県文化研修会」開催のご案内
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問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

10
月
の
休
館
日　

２
日
㈪
、
10
日
㈫
、
16
日
㈪
、
23
日
㈪
、

30
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
波
の
藩
札
（
二
十
）

享
保
新
札
（
二
）

　

裏
面
上
部
の
朱
印
は
鶴
の
字
で
あ
る
。

表
面
の
小
判
形
朱
印
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

　

ほ
ぼ
中
央
部
に
摺
っ
て
あ
る
「
元
文
」

の
字
は
扇
形
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
享
保
十
五
（
一
七
三
〇
）
年
以
降
、

藩
札
発
行
の
激
増
お
よ
び
流
通
の
一
般
化

に
よ
っ
て
贋が

ん

造ぞ
う

札
、
不
良
札
が
市
場
に
出

回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

藩
当
局
は
取
締
り
を
強
化
し
、
低
落
し

つ
つ
あ
っ
た
藩
札
の
信
用
の
回
復
に
腐
心

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の

129

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）
　

　

毎
週
土
、
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後
２

時
20
分
～
の
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

10
月
の
実
施
日
と
テ
ー
マ

１
日
㈰
「
銅
を
金
ピ
カ
に
し
よ
う
」

７
日
㈯
「
色
々
な
回
転
体
を
回
し
て
み
よ
う
」

８
日
㈰
「
空
気
パ
ワ
ー
で
遊
ぼ
う
」

14
日
㈯
「
ダ
ン
シ
ン
グ
コ
ッ
プ
シ
ョ
ー
」

15
日
㈰
「
キ
ラ
リ
と
光
る
銀
の
鏡
」

21
日
㈯
「
水
風
船
の
大
脱
出
」

22
日
㈰
「
紫
キ
ャ
ベ
ツ
で
飲
み
物
の
性
質
を
調

べ
よ
う
」

28
日
㈯
「
パ
ソ
コ
ン
の
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
を
活
用

し
よ
う
」

29
日
㈰
「
見
え
な
い
文
字
を
書
い
て
み
よ
う
」

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
あ
な
ん
に
て

　

毎
週
水
曜
日
（
午
前
９
時
15
分
～
、
午
後
１

時
15
分
～
、
６
時
15
分
～
、
９
時
15
分
～
）
と

日
曜
日
（
午
前
９
時
15
分
～
）
に
15
分
間
放
送
。

10
月
の
放
送
テ
ー
マ　
「
秋
の
奇
妙
な
星
た
ち
」

　

宇
宙
で
輝
く
星
た
ち
の
中
に
は
、
不
思
議
な

こ
と
に
い
つ
も
よ
り
暗
く
見
え
た
り
、
明
る
く

見
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
っ
た
い

そ
の
星
で
は
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
番
組
で
は
そ
ん
な
奇
妙
な
星
た
ち
の
ヒ
ミ

ツ
に
せ
ま
り
ま
す
。

科
学
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ツ

「
コ
ス
ミ
ィ
の
サ
イ
エ
ン
ス
Ｔ
Ｖ
」

し
た
。
元
文
年
間
、
阿
淡
両
国
一
円
に
わ

た
り
藩
札
の
流
通
を
一
時
停
止
し
た
。
藩

札
を
す
べ
て
銀
札
場
に
回
収
し
、
検
査
の

う
え
贋
造
札
を
廃
棄
し
、
正
札
に
対
し
て

は
裏
面
扇
形
の
中
へ
左
書
き
に
元
文
の
二

字
を
加
印
し
て
再
び
通
用
さ
せ
た
。

　

後
に
元
文
印
は
押
印
す
る
こ
と
な
く
、

板
木
に
彫
刻
さ
れ
、
他
の
図
象
と
共
に
印

刷
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
発
行
の

銀
札
に
元
文
銘
が
あ
る
の
は
正
に
陳
腐
と

言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
元
文
印
の
贋
札
や
新
し
く
出

現
し
た
贋
造
札
の
出
現
に
は
藩
当
局
も
手

を
焼
い
た
。
い
つ
の
時
代
で
も
贋
造
札
や

贋
造
貨
は
出
現
し
、
厳
し
く
取
り
締
ま
っ

て
も
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
江
戸
時
代
に
は
、
金
銀
貨
の
改

鋳
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。
が
、
改
鋳
に

つ
い
て
は
公
表
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
た

め
、
時
に
は
贋
造
貨
の
方
が
金
銀
の
含
有

率
が
多
い
と
い
う
珍
現
象
も
あ
っ
た
よ
う

だ
。

明
治
札

　

こ
の
札
は
銭
札
で
あ
っ
て
五
百
文
と
一

貫
文
の
二
種
が
あ
っ
た
。
一
貫
文
は
一
千

文
で
あ
る
。

　

こ
の
札
は
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
の

銀
目
廃
止
と
共
に
翌
明
治
二
（
一
八
六

九
）
年
銭
札
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
徳
島

藩
最
後
の
藩
札
で
あ
る
。

　

こ
の
札
は
銀
札
で
な
い
た
め
「
阿
波
淡

路
銀
札
」
の
文
字
の
代
わ
り
に
「
阿
波
淡

路
通
用
」
と
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

気
付
か
な
い
人
が
多
い
。
古
銭
（
札
）
収

集
の
楽
し
み
は
こ
ん
な
所
に
も
あ
る
。

　

裏
面
上
部
の
分
銅
形
の
朱
印
は
「
銀
札

一
巻
帳
」
に
は
鶴
印
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

誤
り
で
あ
っ
て
「
見
極
」
と
い
う
字
で
あ

る
。
楮
銘
は
網
干
屋
札
と
同
じ
で
あ
る
。

印
刷
方
法
お
よ
び
寸
法

　

印
刷
は
銀
札
場
内
の
判
摺
り
方
（
場
）

で
行
わ
れ
た
。
直
接
判
摺
り
に
当
た
っ
た

も
の
は
判
摺
方
で
あ
る
。
印
刷
は
す
べ
て

手
作
業
で
あ
る
。
藩
札
一
枚
一
枚
板
木
を

も
っ
て
印
刷
し
た
。

　

判
摺
り
場
に
は
多
く
の
判
摺
り
方
が
い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
作
業
分
担
を
決
め
て
作
業

を
行
っ
た
。

　

美
濃
紙
二
枚
程
度
の
大
き
さ
の
台
紙
を

横
二
段
に
切
り
、
断
ち
方
を
下
に
し
て
縦

に
切
り
割
き
、
琉
球
畳
の
台
に
て
一
枚
ず

つ
手
で
摺
り
、
順
々
に
受
け
持
ち
判
を
押

し
た
。

（
続
く
）

　
参
考　

湯
浅
良
幸
著
「
阿
波
貨
幣
史
」

（
信
濃
国
通
用
）
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517

こ
の
地
で
生
き
る
と

決
め
た
日
か
ら

イ
ル
が
一
変
し
た
の
で
す
。
地
域

の
人
々
に
英
会
話
を
教
え
た
り
、

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
お
料

理
ク
ラ
ス
を
引
き
受
け
た
り
、
ひ

ょ
ん
な
ご
縁
か
ら
近
所
の
小
学
校

で
英
語
、道
徳
、体
育
の
授
業
（
実

は
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
元
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
な
の
で
）
の
講
師

と
し
て
お
招
き
い
た
だ
き
、
子
ど

も
た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
を
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
日
々
地
元
の
人
々
の
優

し
さ
に
触
れ
、

出
会
い
や
ご
縁

を
大
切
に
思
い
、

「
し
っ
か
り
こ

の
地
で
生
き
て

い
る
」
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
所
か

ら
、
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
、
全
力
で
生

き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
い
つ
の
日
か
、
こ
の
阿

南
と
い
う
地
が
私
の
本
当
の
故
郷

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
日
開
野
町
の
篠
原
好
貴

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
春
季
短
歌
大
会	

選

短
　
歌

佳
作　
　
　
　
　
　

 

森
岡　

圭
子

柔
ら
か
き
雲
肩
に
掛
け
鉄
塔
は
稜
線
越
え
て
マ
ズ
ル

カ
の
春

佳
作　
　
　
　
　
　

 

西
條　

悦
子

桜
散
り
柳
青
み
て
水
逸
る
村
に
方た

便づ
き

の
ふ
く
ら
み
始

む佳
作　
　
　
　
　
　

 

棚
野　

久
子

病
室
に
短う

歌た

詠
ま
ん
と
し
筆
記
具
を
持
ち
こ
し
姉
よ

眠
る
ば
か
り
に

佳
作　
　
　
　
　
　

 

京
寛　

幸
美

「
み
つ
け
た
ぞ
」
と
夫
は
笑
顔
で
駆
け
て
く
る
手
に

さ
み
ど
り
の
蕗
の
と
う
持
ち

佳
作　
　
　
　
　
　

 

矢
野　

道
子

春
潮
の
ひ
か
り
輝
く
声
う
ら
ら
園
児
等
は
四
月
学
童

な
の
だ

佳
作　
　
　
　
　
　

 

西　

あ
つ
子

猪
に
筍
掘
ら
れ
甲
斐
も
無
く
穴
埋
め
帰
る
足
の
重
た
し

佳
作　
　
　
　
　
　

 

山
根
千
代
美

花
に
酔
ひ
花
に
浮
か
る
る
吉
野
山
哀
史
は
遠
く
山
動

か
ざ
る

佳
作　
　
　
　
　
　

 

原　

美
智
子

太
平
洋
臨
み
て
小
坂
奇
石
の
碑
「
波
濤
萬
里
」
と
太

く
刻
ま
れ

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

河
内　

順
子

幼
き
も
踊
浴
衣
に
踊
髪

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
父
親
の
仕
事

の
関
係
で
転
校
を
繰
り
返
し
て
き

た
私
に
は
、
故
郷
と
呼
べ
る
場
所

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
人
に

な
っ
て
か
ら
も
、

日
本
と
ア
メ
リ

カ
を
行
っ
た
り

来
た
り
し
て
い

た
の
で
、
一
つ

の
場
所
で
長
く

住
む
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
す
。

幼
い
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
送
っ
て
き
た
せ
い
か
、

特
別
に
寂
し
い
と
感
じ
た
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
心
は

ど
こ
に
い
て
も
「
よ
そ
者
」
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
私
が
主
人
と

出
会
い
、
こ
の
先
ず
っ
と
阿
南
で

暮
ら
し
て
い
こ
う
と
決
め
た
日
か

ら
、
今
ま
で
の
私
の
ラ
イ
フ
ス
タ

　
　

東
條　

明
宏　
　

パ
ラ
グ
ア
イ
の
友
が
偲
ば
る
星
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

千
香　

勝
敗
に
汗
と
涙
の
甲
子
園

　
　
　
　
　
　
　
　

水
口　

精
二　

上
州
の
丘
一
面
の
キ
ャ
ベ
ツ
か
な

古
川
北
斗
星　

秋
あ
か
ね
街
の
田
の
上
一
匹
来

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
三
千
代　

放
送
局
最
後
の
遊
泳
客
撮
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　

小
西　

晴
美　

蝉
時
雨
ラ
ジ
オ
の
音
を
凌
ぎ
た
る

近
藤　

ま
い

ス
ニ
ー
カ
ー
は
パ
パ
と
お
揃
ひ
夏
休
み

藤
本　

弘
子

庭
花
火
明
日
に
は
帰
る
子
等
と
居
て

多
田
紀
久
代　

楽
し
ん
で
司
書
体
験
や
夏
休
み阿

南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

持
木　

寿
栄

照
れ
て
い
る
ト
マ
ト
と
話
す
ま
た
明
日

　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　

吾
朗

掛
か
り
た
い
一
度
香
水
紅
の
罠

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
つ
た
え

捨
て
ら
れ
ず
残
し
タ
ン
ス
に
逆
も
ど
り

　
　
　
　
　
　
　
　

西
田　

修
身

幸
せ
か
答
え
笑
っ
て
い
る
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

と
き
め
き
は
無
い
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
気
が
弾
む　

会
員
外
応
募

仁
井　

信
子

好
き
な
ひ
と
み
な
空
の
上
秋
彼
岸

　

島
尾
美
津
子

退
院
へ
地
に
足
下
ろ
し
深
呼
吸

市
民
文
芸

宝田町
新居 浩江さん
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えほんのスライド映写と朗読、うたを楽しむコンサートです。

日時　10月21日㈯　13:30～14:40
（13:00開場）　　

場所　コスモホール（情報文化センター）
演目　えほん「いつもいっしょに」
　　　「きんぎょがにげた」、
　　　うた「さんぽ」「にじ」など
定員　550人（先着順）　入場無料　※整理券が必要
整理券は10月６日㈮から阿南図書館、那賀川図書館、羽
ノ浦図書館で配布開始。（１家族５枚まで）　　　　
問い合わせは　阿南図書館（☎23−2020）へ

日時　10月11日㈬～11月２日㈭　10:00～18:00
場所　那賀川図書館　市民ギャラリー　※休館日にご注意ください
サトシン／作（ポプラ社）の絵本原画を展示します。ぜひお越しください！

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
	 5日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
11日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
12日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

13日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

19日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
26日㈭ 橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30

橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

27日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00
中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

10 月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

阿南市立図書館だより

10月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

阿 南 図 書 館
9:00～18:00
土日は17:00まで

☆ 休 ★ ☆ 休 休 ★ ☆ 休 ★ 休 ☆ 休 ★ ○ 休

那賀川図書館
10:00～18:00 ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◆

◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ○ 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 休 ☆ 休 休 ○ 休 休 休 ☆ 休

休…休館日　☆…おはなし会（阿南10：30～　那賀川11：00～　羽ノ浦14：00～）　★…ぴよちゃんくらぶ（10：30～）　○…スペシャルおはなし会
◎…中学生によるピアノ演奏（10:00～約10分間）				◆…阿波公方の苑美化作業（8：30～）雨天の場合は22日㈰に延期

えほんの世界ファミリーコンサート

阿南市在住の絵本画家　羽尻利門 絵本原画展「ごめんなさい」

阿南図書館　☎23－2020　　那賀川図書館　☎42－3111　　羽ノ浦図書館　☎44－2100

あなん図書館まつり2017
あなん図書館まつり2017
スペシャルおはなし会のお知らせ

○羽ノ浦図書館
　日時　10月14日㈯　14:00～
　場所　視聴覚室（情報文化センター３階）
　演目　大型絵本「おこる」ほか
○阿南図書館
　日時　10月29日㈰　10:30～
　場所　視聴覚室
　演目　絵本シアター「どうぞのいす」ほか
○那賀川図書館
　日時　10月29日㈰　11:00～
　場所　視聴覚室
　内容　わらべうたと絵本であそぼう

入場無料・申込不要

入場無料

19　広報あ な ん 2017.10



山田洋次監督作品
「家族はつらいよ２」

日時　10月８日㈰　
①10:30	～　②14:00～
場所　夢ホール（文化会館）
出演　橋爪　功、吉行和子ほか
入場料

問	あなんで映画をみよう会
　	（☎090－2788－5465）へ

前売り 当日
セニア（60歳以上）1,000円 1,100円
一般・大学生 1,300円
小・中・高生 －    500円

阿南工業高等専門学校公開講座
「農業ICT技術者育成のための環
境センサ応用講座」受講者募集
対象　一般の方
日時　11月25日㈯　13:00～17:00
場所　阿南高専　メカトロ実験室
受講料　5,400円
定員　５人（定員になり次第締切）
申込期間　10月16日㈪～27日㈮
申込方法　申込期間になりましたら、お電
話で受講予約をしてください。
※メール、ファクスでは受け付けません。
問	阿南工業高等専門学校　総務課
企画情報係（☎23－7215）へ
※土、日曜日を除く8:30～17:00

阿南の町歩きを楽しんでノルデ
ィック・ウオークでメタボ・ロ
コモ予防にチャレンジ2017-2
日時　11月１日㈬　10:00～（受付9:15～）
集合場所　文化会館
コース　阿南市内　４～５㎞
参加費　500円　※ポール貸出300円
申込方法　電話またはファクスでお申し込
みください。ファクスの場合は、住所、氏
名、年齢、電話番号、ポール貸出しの有無
を記入して送信してください。
問	徳島ノルディック・ウオーク協会
（☎	090－3782－4325・FAX	088－
642－5003）へ

Waンダー
ふれあい祭り2017
入場無料・観覧無料です！あななんもくるよ♪
日時　10月29日㈰　9:30～15:00
場所　福井町舟端1番地
内容　▶「宇宙戦隊キュウレンジャーショー」
①11:00～②14:00～▶「橘湾石炭火力発電
所見学会」①9:45～②11:00～③12:30～
④ 14:00～▶「阿南第二中学校 GreenJazz
パラダイスオーケストラ」12:00～▶「サイエ
ンスショー」①10:00～②13:00～▶「かけ
っこ教室＆足もみ」①10:00～②13:00～▶
「スクラッチ言語プログラミング教室」①
11:00～②14:00～▶「寄せ植え体験　多肉
植物・秋の花」①10:00～②11:00～③
13:00～④14:00～▶「はたらく車」「ミニ
SL」「プログラミングロボPETS」「ハロウ
ィンネイルコーナー」9:30～15:00▶「スー
パーボールすくい」、「スタンプラリー」、花苗
プレゼント、ハロウィン衣装プレゼント※先
着順なくなり次第終了▶「大道芸ライブパフ
ォーマンス」、食べ物屋台、バンド演奏ほか
※悪天候により中止となる場合あり
問	J パワー＆よんでん	Waンダーランド
　	（☎ 34－3251）へ

第１回　繁盛店づくり研修会
富岡商店街では個店の集客力・販売力を高
めるため専門家を派遣して商品の配置・陳
列・接客・店舗改善等の知識の習得や自立
的な繁盛店づくりにつながる勉強会を開催
します。興味関心のある参加希望の方は、
電話でお申し込みください。
日時　10月６日㈮　18:00～20:00
場所　ホテル石松
講師　コンサルティング・パートナー

“AUBE”　志賀公治さん
問	富岡商店街協同組合
　	（☎22－1684）へ

杜のホスピタル文化活動
●人形浄瑠璃　壺坂観音霊験記　
　沢市内の段
日時　10月７日㈯　14:00～
内容　人形操作体験・演技
出演　太夫・三味線　城北会
　　　人形　中村園太夫座（岡花座）
●ハープ・フルートコンサート
日時　10月28日㈯　14:00～
出演　青山　唯、浦川優香、岡本真里奈

〈共通事項〉
場所　杜のホスピタルOTホール
※入場無料
問	杜のホスピタル　リハ課　
　	（☎22－0218）へ

大人のための
英会話・韓国語入門講座
対象　どなたでも
日程　10月25日㈬～毎週水曜日
　　　（全８回）
▶英会話　19:30～20:30（60分）	
中学１年生レベルの文法を中心に、基礎会
話・旅行会話を楽しく学びます。
▶韓国語　18:00～19:00（60分）
ハングルの読み書きからあいさつ、自己紹
介、基礎会話まで学習します。
場所　情報文化センター
受講料　5,000円
※各講座ごとに別途テキスト代2,000円
定員　各講座15人（先着順）
申込方法　電話でお申し込みください。
問	国際文化交流協会　前田
　	（☎090－6489－2803）へ
　※受付は平日10:00～18:00

第43回春日野まつり
夜店もたくさん出ます。あななん、すだち
くんも来るよ。
日時　10月８日㈰　12:00～21:00
　　　※雨天時は一部中止あり
場所　春日野体育館、春日野グラウンド周

辺（羽ノ浦町）
内容　パットライス無料配布（13:00～）、
あめごつかみ取り、子どもとお年寄りの輪
投げ、じゃんけん大会、玉入れ、ジャム缶
（地元メンバー）・スチールパンによるコン
サート、もち投げなど
問	春日野まつり実行委員会　船田
　	（☎090－1575－1630）へ

遺言・相続・成年後見制度相談会
日時　10月７日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する無料相談

問	コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）　
※土、日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

出張労働相談会in阿南
解雇・賃金未払い・配転など労使間のトラ
ブルについて、ご相談ください。
日時　10月１日㈰　13:00～16:00
　　　（受付12:45～15:30）
場所　ひまわり会館２階　研修室うめ
相談員　弁護士など徳島県労働委員会委員
（公益・労働者側・使用者側の各委員３人
１組で相談に応じます。）
対象　労働者の方、使用者（経営者）の方
相談費用　無料
※予約優先。予約がない場合、ご希望に添
えないことがあります。
問	徳島県労働委員会事務局
　	（☎088－621－3234）へ

県立南部テクノスクール
受講生募集
訓練科　①テレオペレーター科
　　　　②医療事務科２
内容　①電話応対スキル、ワード、エクセル、
パワーポイントなど②メディカルクラーク、
メディカルオペレーター、調剤薬局事務など
定員　15人
対象　離転職者等で、公共職業安定所所長

から受講あっせんを受けた方
訓練期間　
①11月27日㈪～平成30年2月26日㈪
②12月8日㈮～平成30年3月7日㈬
※日、祝日、年末年始は休校
訓練時間　①9:00～15:50②9:30～16:10
訓練場所　①四国進学会阿南校②情報文化
センター、勤労女性センター
受講料　無料　※テキスト代は自己負担
申込期間　①10月６日㈮～11月６日㈪
　　　　　②10月18日㈬～11月17日㈮
申込先　居住地を所管する公共職業安定所へ
問	公共職業安定所または南部テクノスク
ール（☎26－0250）へ

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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「第10回那賀川
源流コンサート」
那賀川の上流から下流までの流域住民の交
流「那賀川源流コンサート」を開催します。
日時　10月29日㈰　10:00～12:00
場所　高の瀬峡レストハウス平の里　駐車場
（徳島県那賀郡那賀町木頭北川字たいら）
※阿南市役所横見駐車場より無料で送迎し
ます。（先着順20人で締め切ります）
※那賀川河川事務所ホームページでは、コ
ンサート出演者・参加者募集に関する情
報を掲載していますので、ご覧ください。
http://www.skr.mlit.go.jp/nakagawa/
問	那賀川河川事務所調査課
（☎22－6562）へ

ポリテクセンター徳島
公共職業訓練　
受講生募集
募集訓練科
▶６カ月コース（訓練期間12月４日㈪～
平成30年５月29日㈫）
・構造物加工技術科デュアル
　（概ね45歳未満対象）
▶７カ月コース（訓練期間12月４日㈪～
平成30年６月29日㈮）
・電気設備技術科
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　10月２日㈪～11月６日㈪
問	ポリテクセンター徳島
　	（☎088－654－5102）へ
　	※受付は平日9:00～17:00

社会で輝きたいあなたへ！
今こそ、ママ戦力2017　
女性の再就職準備応援セミナー
参加者募集
日程等　▶１～４日目
　　　　　11月20日㈪～22日㈬、24日㈮
　　　　　市民会館、ひまわり会館
　　　　▶5日目
　　　　　12月15日㈮　ときわプラザ
　　　　　（アスティとくしま内）
対象　結婚・出産・育児などによる離職か

ら本気で再就職をめざす女性など
定員　15人程度（先着順）
申込締切日　11月13日㈪
※受講無料、託児無料（託児は事前申込と
ファミリー・サポート・センターへの登
録が必要です）
問	（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク
（☎088－655－2940）へ
※受付は平日9:00～17:00

第３回ウオーキング大会
コスモスの見ごろに合わせて、３カ所を巡
るウオーキング大会を開催します。
日時　11月12日㈰　9:30出発
　　　（受付8:30）
集合場所　那賀川河川敷第3緑地（桜づつ

み公園前）
▶山間コース　那賀川河川敷第3緑地～那
賀川堤防～上岩脇ゾーン～岩脇ゾーン～阿
千田道～岩脇香風台公園～北岸用水～古
毛・明見ゾーン
▶平地コース　那賀川河川敷第3緑地～那
賀川堤防～上岩脇ゾーン～岩脇ゾーン～北
岸用水～古毛・明見ゾーン
解散　羽ノ浦荘前
駐車場　那賀川河川敷第３緑地
申込方法　11月２日㈭までに電話または
メールでお申し込みください。
●第３回コスモスリンク in川北
11カ所の開花情報を羽ノ浦環境改善セン
ター前掲示板またはホームページ「阿波ナ
ビ・花へんろ紀行」で確認のうえ、コスモ
スをお楽しみください。
問	那賀川北岸地域広域保全協議会
　	（☎24－8318）へ
	　e-mail:kawakita-ho15@tiara.ocn.ne.jp

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。12月号の締め切りは10月31日㈫です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

10月５日㈭から
徳島県最低賃金時間額740円
※一部の製造業には特定最低賃金が定めら
れています。
問	徳島労働局労働基準部賃金室	（☎088
－652－9165）または最寄りの労働基
準監督署へ

どきどき
パソコン教室
●インターネット講座（定員：各回15人）
10月16日㈪、19日㈭、20日㈮
（富岡公民館）

●ワード、エクセル講座（定員：各回15人）
11月３日㈷、６日㈪、10日㈮
（羽ノ浦公民館）

●画像編集講座（定員：各回15人）
11月13日㈪、17日㈮、20日㈪
（羽ノ浦公民館）

●パワーポイント講座（定員：各回15人）
11月24日㈮、27日㈪、12月１日㈮
（羽ノ浦公民館）

時間　①13:00～14:50
　　　②15:00～16:50
受講料　2,100円（３回分)
持参物　パソコン
※くわしくは、お問い合わせください。
問	NPO法人いきいきネットとくしま
県南支部事務局	 庄野
（☎090－2780－3200）へ

行政書士による無料相談会
許認可手続きについて知りたい方は、ぜひ
ご相談ください。
日時　10月21日㈯　9:30～12:00
場所　ひまわり会館
相談内容　農地転用、建設業許可、開発許
可などの許認可手続き、相続など
問	徳島県行政書士会　徳島南部支部
　	（☎26－1157）へ

パートナー関係を見直す講座
夫（恋人）に私の言いたいことが伝わらな
い。いつの間にか相手の言い分が通ってし
まっている。もう言うのを諦めた。でも、
なんだかもやもやする…。
一度、夫（恋人）との関係を見つめ直して
みませんか。3回連続講座です。
対象　夫や恋人との関係を見直したい女性
日時　10月12日㈭、26日㈭、11月9日㈭
　　　10:00～12:00
場所　南部こども女性相談センター
内容　①夫婦や恋愛における「コントロー

ル関係」とは？②いろいろな気持ち
③パートナー関係を変えていくために

進行役　女性カウンセラー（臨床心理士）
定員　８人　　参加費　無料
申込締切日　10月10日㈫
問	徳島県南部こども女性相談センター
　	（☎24－7115）へ

ＪＩＣＡボランティア募集
①青年海外協力隊
　日系社会青年ボランティア
②シニア海外ボランティア
　日系社会シニア・ボランティア
対象　平成29年11月１日時点で
①満20～39歳　②満40～69歳
※いずれも日本国籍をもつ方
募集期間　11月１日㈬　12:00まで
応募方法　ウェブ応募となります。特別
な事情でウェブ応募できない場合は、お
問い合わせください。
●説明会
日時　10月15日㈰　13:00～17:00
場所　とくぎんトモニプラザ大会議室
内容　アフリカトーク＆ライブ、海外ボラ

ンティア体験談、個別相談会
※参加無料、申込不要、入退室自由
問	JICA四国（☎087－821－8824）へ

「あなん健康増進ロード」を歩こう 
日程　10月14日㈯　※少雨決行
9:30夢ホール駐車場集合～牛岐城趾公園
～横見橋桑野川北岸土手～住吉橋～アピカ
（ショッピングセンター）～信金東部支店
～サンアリーナ～聖母幼稚園～12:30ごろ
阿南駅解散
約７㎞を歩きます。道は平坦です。

〈交通〉　
●JR利用の方（阿南駅発着）
往路　9:08着の下り　9:38着の上り
復路　13:00発の上り　13:35発の下り
●車利用の方　夢ホール周辺で案内します。
参加費　300円（歩こう会会員200円）、

小学生以下無料
持参物　飲み物、雨具、健康保険証
注意点　昼食時間は設けません。体調を
整えて来てください。ごみは持ち帰って
ください。万一の事故には、傷害保険（主
催者加入）の補償範囲内および応急処置
以外の責任は負いません。
問	阿南歩こう会　新川（☎22－3188）へ
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健康いきいき情報

医療機関の大腸がん検診
実施期間　10月２日㈪～12月15日㈮の診

療時間内
実施場所　市内医療機関
対象　市内在住の40歳以上の方
費用　1,100円
受診に必要なもの
・がん検診等受診券（６月末に郵送済み）
・健康保険等被保険者証
・自己負担金
・健康手帳（持っている方）
阿南市国民健康保険加入者、高齢受給者、
後期高齢者医療制度加入者の方は健康保険
等被保険者証をお持ちになれば無料になり
ます。
問	保健センター（☎22－1590）へ

集団がん検診の中止について
集団がん検診当日の朝６時時点で、市内に
気象に関する警報（暴風、大雨、洪水のい
ずれか）および震災に関する勧告が発令さ
れている場合は中止します。
問	保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室
日時　10月12日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル
※教室開始前に血圧測定、体組成測定を実
施します。
問	保健センター（☎22－1590）へ

平成29年度　高齢者の肺炎
球菌感染症予防接種について
接種対象者
平成29年度中に、65歳、70歳、75歳、80
歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる方。
ただし、過去にこの予防接種を接種したこ
とがある方は対象外です。
実施期間　平成30年３月31日㈯まで
接種費用　4,000円（生活保護を受給さ
　　　　　れている方は無料）
接種方法・持参物
接種費用と予診票をお持ちのうえ、事前に
医療機関を予約してから、受けてください。
※対象者には個人通知しています。
問	保健センター　予防衛生係
　	（☎22－1590）へ

ＪＡあなん南部支店での集団
がん検診の会場変更について
検診日程　10月23日㈪　
変更前　ＪＡあなん南部支店
　　　　（福井町大西150番地）
変更後　福井公民館
　　　　（福井町古津198番地２）
問	保健センター（☎22－1590）へ

集団の婦人がん検診について

検診内容
乳がん、骨粗しょう症検診
要予約　乳がん検診のみ
保健センター（☎22－1590）へご予約く
ださい。
※順次予約が入っておりますので、予約状
況は保健センターへお問い合わせください。

検診日程
10月24日㈫　ひまわり会館
11月		7日㈫　ひまわり会館
受付時間　	 9:00～10:00
　　　　　13:00～14:30
問	保健センター（☎22－1590）へ

集団の胃・肺がん検診等について

検診内容
胃（バリウム検査）、肺、前立腺、大腸が
ん検診、特定健診、肝炎ウイルス検診
要予約
受付は予約者が優先されます。検診日2週
間前までに総合健診センター（☎088－
678－3557）へご予約ください。
検診日程
10月７日㈯　ひまわり会館

（予約終了）
28日㈯　橘公民館

11月18日㈯　羽ノ浦公民館
28日㈫　★ひまわり会館

★印の会場のみ、歯周病検診を実施。
受付時間　8:00～11:00
※くわしくは広報あなん７月号または、が
ん検診等受診券をご覧ください。
問	保健センター（☎22－1590）へ

犬猫の避妊・去勢手術費用の助成
犬猫の避妊・去勢手術費用の一部を助成します。
対象　飼い犬・飼い猫（犬は登録済で、今年度の狂犬病予防注射を実施済であ
ること）の避妊・去勢手術を、11月15日㈬から平成30年１月20日㈯までの
間に予定している市民の方
※前記の期間外に手術を受ける場合は対象外となります。
助成額　１頭につき5,000円
助成予定数　犬猫合計50頭　※申込み多数の場合は抽選
申込方法　往復はがきに①犬・猫の別、名前、年齢、性別、毛色②犬の場合は、
登録番号および狂犬病予防注射済票番号③飼い主の住所、氏名、電話番号④返
信用はがきの宛名を記入のうえ、郵送してください。なお、結果は返信用はが
きでご連絡します。
〒770-8007　徳島市新浜本町２丁目３番６号　公益社団法人徳島県獣医師会
申込期間　10月１日㈰～31日㈫（必着）
助成方法　当選はがきを受け取った方は、県内の動物病院に事前に問い合わせ
のうえ、はがきを提示し、手術料から5,000円を差し引いた額で手術を受けて
ください。
問い合わせは　保健センター（☎22－1590）または公益社団法人徳島県獣医

師会（☎088－663－6607）へ

往信
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）　 
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県
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郵便往復はがき（表面）
【記載例】

郵 便 往 復 は が き

返信 申
込
者
の

 　
住　
　
所

 　
氏　
　
名

官製往復はがき（裏面）
避妊・去勢手術助成申込書

犬・猫の別　　　　　　　　　　
名前　　　　　　　　　　　　　
年齢　　　　　　　　　　　　　
性別　　　　　　　　　　　　　
毛色

（犬の場合）
犬の登録番号
　徳島県　第　　　　 号または
　徳島県阿南市　第　 　　　号
狂犬病予防注射済票番号
　平成29年度　第　　　　　号

申込者　住所
　　　　氏名（フリガナ）
　　　　電話番号

郵 便 往 復 は が き

口腔機能アップ教室

講師　歯科衛生士　久米麻衣さん
対象　おおむね65歳以上の方
※入場無料、申込不要
問	介護・ながいき課（☎22－1793）へ

日　　　　時 場　　所
10月５日㈭ 11:00〜12:00 加茂谷公民館
10月11日㈬ 13:30〜14:30 富岡公民館10月16日㈪ 中野島公民館
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後期高齢者医療制度に加入されている節目の年齢の方を対象に、歯・歯肉の状態や口腔
清掃状態等をチェックし、口腔機能の低下や肺炎等の疾病を予防するため、歯科健康診
査を実施しています。
また、徳島大学において、口腔内ケアと体の健康、医療費や介護給付費との関連を調査
しています。定期健診を受けたり口腔ケアを行うことは、全身の健康にとても重要であ
ることが示されています。
健康診査の対象となる方は、ぜひ受診しましょう。

その他注意事項
○健診の予約日を忘れないようにしてください。
○歯科健診は期間中に 1 回のみです。後日重複受診が判明した場合は費用を請求させ

ていただきますのでご了承ください。
○歯科健診自体は無料ですが、その後に治療行為が行われる場合は有料となりますので

ご注意ください。
○健診結果は訪問指導のため市町村に情報提供される場合がありますので、ご了承くだ

さい。

受診方法　事前に電話等にて健診実施歯科医院にご予約のうえ、受診してください。
健診項目　問診、口腔内診査、口腔機能評価等
受診費用　無料
受診期間　10月１日㈰～11月30日㈭
持参物　後期高齢者医療被保険者証と歯科健診受診券のはがき

受診場所　徳島県歯科医師会会員で後期高齢者の歯科健診を実施する歯科医院
※受診可能な歯科医院の一覧表を市町村窓口・広域連合窓口で配布予定です。
　また、広域連合および県歯科医師会のホームページに掲載予定です。

なお、対象者には歯科健診受診券のはがきが送付される予定です。長期入院患者・施設
入所者の方にはがきが届くこともありますが、対象外ですので健診はご遠慮ください。

問い合わせは
〒771-0135　徳島市川内町平石若松78番地１
徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課（☎088−677−3666）へ

平成29年度
　後期高齢者医療制度の
　　歯科健康診査について

対象者
平成28年中に節目の年齢になられた方（昭和16年、昭和11年、昭和６年、大正15年（昭
和元年）生まれの方）
ただし、長期入院患者や施設入所者は対象外です。

長期入院患者や施設入所者の方は、すでに健康状態を把握され、医師や施設管理者等の
指導を受けていると考えられることから、歯科健康診査の対象者から除いています。
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平成29年度　阿南市子どもインフルエンザ予防接種一部助成　提携医療機関一覧
医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

伊島診療所 ３３－０３０４ 王子製紙㈱富岡診療所 ２３－５３３９

生野外科胃腸科 ４４－５５１１ 玉眞病院　 ２３－０５５１

高橋内科クリニック ４４－６２２２ 瀧内科外科医院 ２４－９１３３

富永医院 ４４－２１２３ 林整形外科 ２３－６０６０

羽ノ浦整形外科内科病院 ４４－６１１１ 井坂クリニック ２７－００４７

むらかみ内科循環器クリニック ４４－１０１０ 是松医院 ２７－０３１６

益崎胃腸科内科医院 ４２－００２２ 阿南中央病院 ２２－１３１３

村上内科外科医院 ４２－３１１０ 阿南天満クリニック ２２－２２９９

岸医院 ２３－０２７２ 松﨑内科医院 ２３－５７７８

島内科眼科医院 ２２－１１４７ 加茂谷診療所 ２５－０２００

原田病院 ２２－０９９０ 天羽クリニック ２６－０１１２

三谷内科 ２３－０２２２ 原田医院 ２６－０１０１

岩城クリニック ２３－５６００ じぞうばし内科外科福井診療所 ３４－３１３３

古川小児科内科医院 ２３－３３０６ きくち医院 ３６－３５１２

かじかわ整形外科 ２４－５７５０ 馬原医院 ３６－３３３９

問い合わせは　保健センター　担当予防衛生係（☎22ー1590）へ

【助成対象期間】　10月１日㈰から12月31日㈰まで（診療時間の確認および予約をしてください）
【接種対象者】　予防接種を受ける日において市内に住所を有し、満１歳から小学校就学前までの年齢

にある子ども
【助成対象者】　接種対象者の保護者
【助成金の内容】　助成対象期間中１人２回まで、１回1,500円を限度に助成します。

なお、提携医療機関において予防接種を受ける際、その費用のうち、１回1,500円
を差し引いた額が請求されます。

【提携医療機関へ持参するもの】　住所および生年月日が確認できるものと印鑑
【申請方法】　

１　住所および生年月日が確認できるものを提示する。（例　こどもの医療費受給者証など）
２　提携医療機関へ申請書を提出する。（申請書は提携医療機関または保健センターにあります）

【提携医療機関以外の医療機関で予防接種を受けた場合】　
　償還払による助成金の交付ができます。次の書類を添えて保健センターへ申請してください。

○阿南市子どもインフルエンザ予防接種助成金（償還払）申請書兼請求書（保健センターにあります）
○医療機関が発行する領収書
○助成金の振込先口座の通帳の写し
○印鑑
ただし、償還払の助成金の申請は、予防接種を受けた日の属する年度の末日（平成30年３月31日）
までです。

平成29年度 阿南市
子どもインフルエンザ予防接種費用一部助成

インフルエンザ予防接種の費用を一部助成します。
インフルエンザ予防接種は、希望して接種を受ける法定外の任意接種です。
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子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　11日㈬　桑野公民館
　　　18日㈬　加茂谷公民館
　　　25日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは３日㈫、
６日㈮、17日㈫、20日㈮、27日㈮

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・
すくすくin阿南

	 6日㈮　高齢者とのふれあい会※
10日㈫　発育計測
11日㈬　ミュージックケアー(幼児)※
12日㈭　お誕生会
16日㈪　発育計測
17日㈫　美帆子さんと英語であそぼう
23日㈪　親子おいもほり※
25日㈬　ミュージックケアー(乳児)※
27日㈮　おはなしコロリン
31日㈫　ハロウィンパーティー※
※行事によっては有料・申込制となります
ので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
　	（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば　
平日9:00〜16:00
（※＝要予約）

●秋休み企画！おいしい楽しい
　親子うどん作り体験研修会
粉から練って包丁で切って湯がいて！小学生
のお子さま（きょうだい可）と保護者のペア
で参加できます。未就学児は託児があります。
日時　10月６日㈮　10:30～12:30
場所　よんでんエネルギープラザ（現地集合）
参加費　300円～
申込方法　会員の方は電話で受け付け可能。

会員以外の方は来所してお申し
込みください。

申込締切日　10月4日㈬
●出張登録会IN健康まつり
今年も健康まつりでは遊びのコーナーにい
ます！！平日がお忙しく未入会の方はこの
機会に登録入会にお越しください。
日時　10月15日㈰　9:30～12:00
場所　ひまわり会館　すこやかルーム
●あいあい・ファミサポフェスティバル
今年も大好評のとくしま動物園で開催しま
す！会員さんには年パスなどのお得な特典
もありますよ。くわしくは、ファミサポま
でお問い合わせください
日時　10月28日㈯　9:30～13:00
場所　とくしま動物園
問	阿南ファミリー・サポート・センター
　	（☎24－5550）へ

阿南ファミリー・
サポート・センター

●ファーストサインでお話しよう
まだ上手にお話ができないお子さまと気持
ちを伝え合えるのがファーストサイン♪	ファ
ーストサインを知ると授乳・離乳食のご飯の
時間が今よりもっと楽しくなりますよ♪
日時　10月13日㈮　10:00～11:00
場所　中野島公民館
対象　０～２歳のお子さまとママ
材料費　1,500円　※要予約
●子育てママの交流サロン
子育て中のママと赤ちゃん同士が仲良くな
れ、ホッとできるところです。	楽しく話
をして情報交換をしよう♪当日お越しくだ
さった方には親子写真を撮影しプレゼント
させていただきます♪
日時　10月11日㈬　10:00～11:00
場所　中野島公民館
対象　０～２歳のお子さまとママ
参加費　無料　※要予約
問 RTA指定スクールRomaly	金光
　	（☎24－8710）へ

ママと赤ちゃんの
ふれあい講座

初めて赤ちゃんを育てているお母さん集ま
れ～♪
日時　11月2日㈭、9日㈭、16日㈭、
　　　30日㈭　10:00～12:00
　　　（４回連続講座）
場所　ひまわり会館　生き生きルーム
対象　平成29年５月～８月生まれ

（11月２日現在、生後２カ月～５カ
月の第１子の子どもとお母さん）

定員　先着15組
申込締切日　10月30日㈪
参加費　無料　※要申込
問 こども課
　	（☎22－1593・FAX23－4200）へ

親子の絆づくりプログラム
“赤ちゃんがきた！”（BPプログラム）
参加者募集

●おはなしひろば
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過ごしいた
だけます。ぜひ親子で気軽にお越しください。
日時　10月21日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　絵本の読み聞かせのほか、手作りお

やつの提供もあります。
問 岩城クリニック病児病後児保育専用
　	坂東（☎080－1998－7476）へ

病児病後児保育だより

●ベビーマッサージ教室╳絵画教室
　（アトリエミズイロ）
キッズべビマ・制作など親子で楽しむイベ
ントを開催します！おやつタイムも♪
日時　10月５日㈭　10:00～11:30
場所　那賀川社会福祉会館２階　集会室
対象　１～３歳の親子10組
参加費　1,000円
●ベビーマッサージ教室
便秘や夜泣きに効果的です♪
日時　10月４日㈬　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館２階　和室
対象　生後２カ月～１歳頃までの親子
参加費　1,500円　※要予約
持参物　バスタオル1枚、赤ちゃんの飲み

物（母乳可）
問 ベビーマッサージ＆スキンケア教室	PLUS	
BABY　玉置（☎090－2895－0224）へ

ベビー＆キッズ集まれ♪

10月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな
成長を願い、無料で
施設を開放して育児
支援を行っています。

	 5日㈭　身体を動かして遊ぼう
11日㈬　双ごっこ・園庭開放
12日㈭　助産師による育児相談
19日㈭　おはなしのポケット
24日㈫　子育て支援合同運動会
26日㈭　お誕生会

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

	 3日㈫　おはなしだいすき
10日㈫　防災公園へお散歩
12日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読み

聞かせ
17日㈫　うんどうかい遊び
19日㈭　子育て講座
24日㈫　子育て支援合同運動会
31日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

	 3日㈫　助産師による子育て講座
「乳幼児の食事のすすめ方」
講師:仁木小弥香さん
（10:30～11:00）

10日㈫　おはなしのポケット
17日㈫　ミュージックケア

※要予約（参加費400円）
24日㈫　子育て支援合同運動会
31日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

	 6日㈮　保健師による身体計測･発育相談
10:00～11:00
※母子手帳をご持参ください。

13日㈮　作って遊ぼう
17日㈫　カレークッキング	※要申込み
24日㈫　子育て支援合同運動会
31日㈫　お誕生会
◇うたって遊ぼう　
	　３日㈫、10日㈫、20日㈮、27日㈮

みんなのひろば ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

て ひ ろば育子
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阿南市や地域の出来事を
いち早くチェック！

市ホームページからご覧いただけます。
http://www.city.anan.tokushima.jp/

阿南市フェイスブック

市内の武道愛好家でつくる「阿南武道親交会」
が設立20周年を迎えたことを記念した「阿
南武道合同演武大会」が、８月27日にコス
モホールで開催され、約200人が演武を観覧
しました。柔道、剣道、居合道、空手道、柔
剣道、少林寺拳法、合気道、日本拳法の子ど
もからお年寄りまで約230人の武道家が演武
を行い、気合の入った掛け声ときびきびした
動きで、日頃鍛錬した成果を披露しました。

日頃鍛錬した成果を披露
阿南武道合同演武大会を開催

気軽に海と触れ合うイベント「砂
ASOBeach」（Ｂ＆Ｇ財団主催）が、
８月13日に北の脇海水浴場で開
催されました。カヌー体験のほか、
砂浜に海の生物を描く「砂アート」
や海に向かって思いを叫ぶ「大声
選手権」といった、海に入らなく
ても楽しめる企画が充実し、多く
の参加者でにぎわっていました。
なお、この催しは阿南市を含む全
国３カ所で初めて実施されたもの
です。

海を身近な存在に
砂A

ア ソ ビ ー チ

SOBeachが開催
観光地の公共トイレ清掃を行い、
観光客などに心地よくトイレを使
ってもらおうと「LIXIL DAY 中
四国観光地トイレ おもてなし一
斉清掃」が９月４日に牛岐城趾公
園管理棟トイレで行われました。
本イベントは、㈱LIXIL中四国支
社（広島市）が呼びかける企業の
社会貢献活動で、参加した㈱アズ
マ四国（羽ノ浦町）と㈱LIXILの
社員10人は、熱心にトイレ清掃
を行いました。

きれいなトイレで
“おもてなし ”

教員が適切な体育の指導を学び、
より効果的な授業を行ってもらお
うと「小中学校教員等研修会」が
８月28日にスポーツ総合センタ
ーで行われ、小中学校教員34人
が参加しました。アテネ、北京両
五輪競泳で銅メダルを獲得した中
村礼子さんが手本を示しながら指
導しました。本研修会は、本市と
日本体育大学が締結している「体
育・スポーツ振興に関する協定」
に基づきます。

五輪メダリスト
中村礼子さんが指導

阿南高専プログラミング同好会会員10人が、㈱HAL のサテライト
オフィス「屯」でプログラミングの合宿を９月７日から９日まで行い
ました。これは、学生が加茂谷地域の住民と一緒に地域課題を
見つけ出し、その課題をＩＴ技術で解決しようとする徳島県南部
総合県民局の「県南地域づくりキャンパス事業」の支援を受けた
取組です。学生は、普段とは違う自然に囲まれた環境の中で、急
病者の応急処置を支援するソフトなどの開発を、㈱HAL の社員
から技術的なアドバイスを受けながら行いました。

地域課題をＩＴ技術で解決
阿南高専学生がプログラミング合宿
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
1日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
8日 林 整 形 外 科 見能林町 ☎23−6060
9日 殿 谷 整 形 外 科 医 院 津乃峰町 ☎27−3334

15日 村 上 内 科 外 科 医 院 那賀川町 ☎42−3110
22日 富 永 医 院 羽ノ浦町 ☎44−2123
29日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ
い。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120・
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ

い。当日変更する場合があります。
●小児救急医療体制

24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

10月の夜間・休日診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

スポーツ施設10月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 2・10・16・23・30日
那賀川スポーツセンター 4・11・18・25日
羽ノ浦総合国民体育館 2・10・16・23・30日
羽ノ浦健康スポーツランド 2・10・16・23・30日
県南部健康運動公園 3・10・17・24・31日

10月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明
書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付

（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・申告等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●市税の納付および分納等の納税相談

　納税課（☎22−1792）へ

４日㈬、18日㈬　17:15～18:15

人権問題などの学びの場となっている「柳島フィールドスタディー」。町のことを知ってもらいたいと開催され９年目になります。参加者
に真摯に対応し、丁寧に説明する柳島隣保館長の笹川忠博さんの姿に、人に伝えることの大切さを教えていただきました。（谷内）
先日、絵本作家サトシンさんの絵本ライブを取材させていただきました。来場者の興味を引く軽快なトークと参加型の読み聞かせで、会場
内には笑顔があふれていました。子どもも大人も自然と笑顔になれて、心を豊かにする絵本。読書の秋に、親子で絵本の世界に浸ってみて
はいかがでしょうか。（藤井）

編集室の

窓

10月の市税
■市　県　民　税（第３期）
■国民健康保険税（第５期）
　納期限は、10月31日㈫です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  29日㈰  8:30～17:00（市役所納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
東玄関からお越しください。

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

10月の相談

法律相談（要予約） ５日㈭、19日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談員による行政相談 10日㈫、24日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 27日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116
※混雑時は、お待ちいただくことがあります。

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 11日㈬
時 13:30～16:00　所 椿公民館、中野島総合センター
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 20日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ２日㈪、16日㈪、23日㈪、30日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）
日 ３・10・17・24・31日　時 13:00～17:00
日 13・27日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月の相談日はありません。
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※11月の相談日は２日㈭です。

人口と世帯数

人　口　74,423 人 （−34）
（男）	35,966 人 （−17）
（女）	38,457 人 （−17）
世帯数　30,780世帯（−	 9）
※平成29年８月末日現在カッコ内は前月対比

選挙人名簿登録者数

登録者数　62,745人
（男）	　30,088人
（女）	　32,657人

※平成29年９月１日現在
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柳
島
の
町
や
歴
史
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
、
町
内
の
施
設
な
ど
を
徒
歩
で
巡

り
、
そ
の
由
来
な
ど
を
学
ぶ
「
柳
島
フ
ィ
ー
ル

ド
ス
タ
デ
ィ
ー
」。
地
元
の
保
育
所
や
小
学
校

を
は
じ
め
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、

生
の
教
材
と
な
り
人
権
問
題
な
ど
の
学
び
の
場

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
取
組
は
、
平
成
21
年
か
ら
柳
島
隣
保
館

が
行
っ
て
い
て
、
年
間
約
10
回
開
催
し
て
い
る
。

説
明
役
を
務
め
る
同
館
館
長
の
笹
川
忠
博
さ
ん

は
、「
先
人
た
ち
が
町
を
良
く
し
よ
う
と
取
り

組
ん
だ
運
動
や
知
恵
、
そ
の
裏
に
あ
る
熱
い
思

い
を
少
し
で
も
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
ー
は
、
中
野
島
総
合

セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
て
町
内
12
カ
所
を
回
る
。

柳
島
教
育
集
会
所
跡
地
で
は
、
昭
和
48
年
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
「
学
習
会
」
の
説
明
が
あ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
に
自
分
の
夢
や
希
望
を
実
現
し
て

ほ
し
い
と
学
習
を
支
援
し
、
現
在
も
「
人
権
ふ

れ
あ
い
子
ど
も
会
」
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い

る
。

　

昔
、
町
は
住
宅
が
密
集
し
て
い
て
、
火
事
が

起
こ
る
と
隣
接
す
る
住
宅
に
延
焼
し
た
。
明
治

42
年
に
自
ら
消
防
組
を
設
立
し
、
お
金
を
出
し

■
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行
／
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成
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〒
774 -8501	阿

南
市
富
岡
町
ト
ノ
町
12番

地
3　
☎
0884-22-1110　

e-m
ail	:	hisho@

anan.i-tokushim
a.jp

■
印
刷
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米
崎
印
刷
株
式
会
社

広
報 阿南ぶらりまち紀行

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜 第135回

合
っ
て
手
押
し
ポ
ン
プ
を
購
入
し
た
。
町
の
延

焼
を
防
い
だ
ほ
か
、
他
の
地
域
で
火
事
が
起
こ

っ
た
時
も
出
動
し
た
。
ま
た
、
昭
和
30
年
代
に

は
、
井
戸
水
が
枯
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
子
や
孫

の
代
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
水
が
飲
め
る
よ
う

に
と
約
10
年
の
歳
月
を
か
け
て
町
の
専
用
水
道

施
設
を
作
っ
た
。

　

参
加
者
は
、
町
の
歴
史
や
人
々
の
営
み
に
触

れ
て
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
や
人
と
人
の
絆
の

大
切
さ
を
胸
に
刻
み
込
ん
で
い
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
ー
の
広
が
り
の
中
、

町
の
民
話
「
お
っ
ぱ
し
ょ
地
蔵
」
を
伝
承
し
て

い
こ
う
と
い
う
取
組
が
、
保
存
会
に
よ
り
復
活

し
た
の
も
う
れ
し
い
出
来
事
。
笹
川
さ
ん
は
、

「
先
人
が
残
し
た
業
績
を
称
え
伝
え
て
い
く
こ

と
は
、
自
分
た
ち
の
住
む
町
を
愛
す
る
こ
と
。

こ
の
取
組
を
す
べ
て
の
人
の
人
権
を
尊
重
す
る

町
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
熱
く
語

っ
た
。

現地でわかりやすく解説

当時の柳島教育集会所

おっぱしょ地蔵祭りのようす

民話を紙芝居で伝承

「
柳
島
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
ー
」
は
、

柳
島
隣
保
館
（
☎
22

－

３
２
６
０
）
で

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

柳島フィールドスタディー
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